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上左：嘉島幼稚園の親子食育
教室。「じゃこピーマン」
に挑戦

上右：田植え体験の西小５年
生。泥んこになっても、
元気いっぱい

下左：田植え後まもない上六
嘉の水田と池尻水神社

中央：嘉島幼稚園の交通安全
七夕作戦出発式。織姫と
彦星がくまモンと一緒に
交通安全宣言

下右：犬渕の馬祭り。十五社
神社から地区内へ向かう
大太鼓の台車と行列



荒
木
町
長

　

全
国
町
村
会
副
会
長
３
選

臨時総会で副会長を代表して
あいさつする荒木町長

議会
　

嘉
島
町
議
会
の
平
成

　

嘉
島
町
議
会
の
平
成
2727
年
第
３

年
第
３

回
臨
時
会
は
７
月

回
臨
時
会
は
７
月
1717
日
開
催
。
嘉

日
開
催
。
嘉

島
西
小
学
校
の
校
舎
増
築
工
事
請

島
西
小
学
校
の
校
舎
増
築
工
事
請

負
契
約
と
平
成

負
契
約
と
平
成
2727
年
度
一
般
会
計

年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
議
案
２
件
を
可
決
し

補
正
予
算
の
議
案
２
件
を
可
決
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

西
小
校
舎
増
築
工
事
の
契
約
額

　

西
小
校
舎
増
築
工
事
の
契
約
額

は
２
億
２
５
７
２
万
円
。
請
負
業

は
２
億
２
５
７
２
万
円
。
請
負
業

者
は
熊
本
市
の
豊
工
務
店
。
現
在

者
は
熊
本
市
の
豊
工
務
店
。
現
在

の
体
育
館
前
の
校
舎
に
接
続
し
て
、

の
体
育
館
前
の
校
舎
に
接
続
し
て
、

４
教
室
と
ト
イ
レ
、
昇
降
口
を
備

４
教
室
と
ト
イ
レ
、
昇
降
口
を
備

え
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
、

え
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
８
８
０
平
方
㍍
の
新

延
べ
床
面
積
８
８
０
平
方
㍍
の
新

校
舎
を
増
築
し
ま
す
。
平
成

校
舎
を
増
築
し
ま
す
。
平
成
2828
年年

２
月
末
完
成
、
４
月
か
ら
使
用
開

２
月
末
完
成
、
４
月
か
ら
使
用
開

始
の
予
定
で
す
。

始
の
予
定
で
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
老
朽

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
老
朽

化
に
伴
う
教
育
委
員
会
の
公
用
車

化
に
伴
う
教
育
委
員
会
の
公
用
車

購
入
の
た
め
に
、
３
２
２
万
６
千
円

購
入
の
た
め
に
、
３
２
２
万
６
千
円

を
予
備
費
か
ら
社
会
教
育
費
に
移

を
予
備
費
か
ら
社
会
教
育
費
に
移

す
も
の
で
す
。

す
も
の
で
す
。 平

成
平
成
2727
年年

第
３
回
臨
時
会

第
３
回
臨
時
会

西
小
増
築
契
約
可
決

西
小
増
築
契
約
可
決

2828
年
度
４
教
室
増

年
度
４
教
室
増

　

荒
木
町
長
は
、
７
月
23
日
に
東

京
で
開
か
れ
た
全
国
町
村
会
臨
時

総
会
で
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
２
年
で
、
連
続
３
期

目
に
な
り
ま
す
。

　

全
国
町
村
会
で
は
、
平
成
21
年

か
ら
常
任
理
事
を
１
期
務
め
た
後
、

組
織
改
正
に
伴
い
、
23
年
に
副
会

長
・
会
長
代
行
に
就
任
。
25
年
か

ら
は
副
会
長
・
政
務
調
査
委
員
で
、

今
期
も
同
じ
役
職
で
の
選
任
と
な

り
ま
し
た
。

　

町
村
会
関
係
で
は
こ
の
ほ
か
、

熊
本
県
町
村
会
長
を
平
成
17
年
か

ら
、
九
州
地
区
町
村
会
長
会
会
長

を
22
年
か
ら
務
め
て
い
ま
す
。

町
農
業
委
員
に

　

森
田
義
美
さ
ん
（
北
甘
木
）
就
任

森田義美さん

　

嘉
島
町
農
業
委
員
会
委
員
に
７

月
１
日
付
で
、
北
甘
木
の
森
田
義

美
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

農
業
共
済
推
薦
枠
の
委
員
で
、

山
本
信
博
さ
ん
の
後
任
で
す
。
任

期
は
今
年
12
月
末
ま
で
。

　

森
田
さ
ん
は
、
約
16
㌶
で
米
、

麦
、
大
豆
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
１
月
か
ら
23
年
６
月
ま

で
、
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
の
理
事
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
推
薦
枠
の
農
業
委
員

を
務
め
ま
し
た
。

　

米
・
麦
・
大
豆
を
中
心
に
土
地

利
用
型
農
業
の
競
争
力
強
化
を
図

る
「
か
し
ま
広
域
農
場
農
業
生
産

法
人
設
立
準
備
委
員
会
」
は
第
１

回
会
議
を
７
月
21
日
、
第
２
回
会

議
を
８
月
３
日
に
役
場
会
議
室
で

開
催
。
今
後
、
集
落
座
談
会
・
説

明
会
や
準
備
委
員
会
の
会
議
を
重

ね
て
、
今
年
11
月
中
に
「
農
事
組

合
法
人
か
し
ま
広
域
農
場
」（
仮

称
）
の
設
立
を
目
指
す
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
工
藤
健
一
会
長
以

下
、
町
内
各
集
落
推
薦
の
委
員

30
人
で
構
成
。
六
嘉
・
大
島
地
区

が
昨
年
６
月
、
県
の
「
く
ま
も
と

土
地
利
用
型
農
業
競
争
力
強
化

事
業
」
の
モ
デ
ル
地
区
指
定
を
受

け
、
同
10
月
「
嘉
島
町
広
域
農
場

推
進
検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

核
と
し
た
効
率
的
な
広
域
農
場
の

構
築
に
向
け
た
準
備
、
検
討
を
進

め
、
今
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
集
落
座
談
会
を
開
催
、
５
月
に

設
立
準
備
委
員
会
の
設
置
を
決
め

て
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
、
工
藤
会
長
は
「
農

業
情
勢
は
厳
し
く
、
前
向
き
の
意

見
を
出
し
合
い
、
十
分
に
内
容
を

知
っ
た
う
え
で
設
立
を
目
指
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
組
織
は
従
来

の
営
農
組
織
と
同
様
に
、
決
算
後

に
従
事
分
配
量
に
よ
る
所
得
調
整

が
で
き
る
「
農
事
組
合
法
人
」
と

す
る
こ
と
、
農
業
生
産
は
米
・
麦
・

大
豆
に
限
定
し
、
農
地
契
約
は
農

地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
て
法

人
の
運
営
費
を
確
保
す
る
こ
と
な

ど
を
承
認
し
ま
し
た
。

広域農場の第1回設立準備委員会

　

農
事
組
合
法
人
か
し
ま
広
域
農
場
（
仮
称
）

 

今
年
11
月
の
設
立
目
指
す

準
備
委
員
会
で
決
定　
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嘉
島
町
の
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
実
施
委
員
会
は
７
月
17
日
、

の
ぼ
り
旗
を
立
て
、
ス
テ
ッ
カ
ー

を
張
っ
た
車
で
町
内
を
パ
レ
ー
ド
、

「
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直

り
を
支
え
ま
し
ょ
う
」「
犯
罪
や

非
行
の
な
い
町
を
築
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

７
月
の
社
明
運
動
強
調
月
間
に

あ
わ
せ
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
日
は
保
護
司
会
や
民
生

児
童
委
員
協
議
会
、
町
議
会
、
区

長
会
な
ど
か
ら
委
員
20
人
が
役
場

前
に
集
合
。
会
長
の
荒
木
町
長
が
、

「
犯
罪
防
止
と
更
生
に
対
す
る
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
識
を
高
め
、
犯

罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な
嘉
島
町

を
築
け
る
よ
う
み
ん
な
で
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
４
台
の
車
に
分
乗
、

役
場
職
員
な
ど
が
拍
手
で
見
送
る

中
を
出
発
。
町
内
を
約
１
時
間
半

か
け
て
パ
レ
ー
ド
、
運
動
へ
の
理

解
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

御
船
署
管
内
パ
レ
ー
ド
も

　

御
船
署
管
内
の
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
啓
発
パ
レ
ー
ド
は
７
月

７
日
、
益
城
町
役
場
前
を
ス
タ
ー

ト
、
青
色
パ
ト
カ
ー
や
軽
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
約
10
台
で
、
４
町
を
３
時

間
余
り
か
け
て
巡
回
し
ま
し
た
。

　

益
城
、
御
船
、
甲
佐
の
各
町
を

経
て
、
嘉
島
町
役
場
前
に
は
保
護

司
を
中
心
に
約
40
人
が
集
合
。
上

益
城
地
区
保
護
司
会
御
船
分
会
の

赤
星
良
一
会
長
か
ら
工
藤
教
育
長

に
、
内
閣
総
理
大
臣
と
県
知
事
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

社明運動町内パレードの出発式

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な
町
に

車
で
町
内
パ
レ
ー
ド　

　

政
府
の
地
方
創
生
政
策
に
合
わ

せ
て
、
嘉
島
町
版
の
総
合
戦
略
を

策
定
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
審
議
会
」
の
第

１
回
会
議
は
７
月
14
日
、
役
場
で

開
催
。
今
年
末
ま
で
に
「
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」
を
策
定
、

公
表
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

審
議
会
は
、
区
長
会
や
商
工
会

な
ど
各
種
団
体
代
表
、
有
識
者
な

ど
16
人
で
構
成
。
会
長
に
伊
藤
洋

典
熊
大
教
授
、
副
会
長
に
川
上
町

議
会
議
長
を
選
び
ま
し
た
。

　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
国
、
熊
本

県
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
参
考
に
、

２
０
６
０
年
ま
で
の
長
期
的
な
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
２
０
１
５
〜
１

９
年
度
の
基
本
的
目
標
や
具
体
的

施
策
を
示
す
総
合
戦
略
を
審
議
、

策
定
し
ま
す
。

 

　

嘉
島
町
青
少

年
育
成
町
民
会

議
は
７
月
10
日
、

平
成
27
年
度
総

会
を
町
役
場
で

開
き
、
青
少
年

育
成
団
体
へ
の

補
助
金
交
付
や

町
内
全
戸
へ
の

青
少
年
健
全
育

成
チ
ラ
シ
の
配

布
な
ど
の
事
業

計
画
を
決
め
ま

し
た
。

　

役
員
改
選
で

は
、
会
長
に
荒

木
町
長
、
副
会
長
に
川
上
町
議
会

議
長
、
工
藤
教
育
長
、
監
事
に
服

部
秀
月
保
護
司
会
長
、
廣
田
惠
子

婦
人
会
長
、
委
員
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学

校
な
ど
各
種
団
体
の
代
表
を
選
任
。

荒
木
会
長
は
「
少
年
犯
罪
は
全
国

的
に
多
発
し
て
い
る
が
、
皆
さ
ん

の
協
力
で
健
全
育
成
を
図
り
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
嘉

島
交
番
の
陶
山
所
長
は
、「
町
内

の
少
年
犯
罪
は
５
月
以
降
ゼ
ロ
。

夏
休
み
は
夜
間
の
補
導
活
動
に
力

を
入
れ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

地
域
で
青
少
年
育
成
に
取
り
組

む
団
体
へ
の
補
助
金
は
12
〜
１
月

に
申
請
を
受
け
付
け
、
３
月
に
交

付
し
ま
す
。
26
年
度
は
４
団
体
に

計
６
万
円
を
補
助
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
第
１
回
嘉
島
町

地
域
農
業
再
生
協
議
会
は
７
月
17

日
、
町
役
場
で
開
か
れ
、
水
稲
の

作
付
目
標
や
転
作
田
の
現
地
確
認

日
程
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

地
区
代
表
の
生
産
者
や
嘱
託
員

な
ど
約
50
人
が
出
席
。
荒
木
町
長

は
、
県
の
モ
デ
ル
指
定
を
受
け
た

広
域
農
場
法
人
化
の
動
き
が
注
目

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、「
他

の
お
手
本
に
な
る
農
業
の
展
開

を
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

26
年
度
の
水
田
転
作
率
は
42
・

６
％
。
27
年
度
は
同
日
現
在
、
県

の
水
稲
配
分
面
積
目
標
４
２
２
㌶

（
水
田
面
積
７
２
５
・
９
㌶
）
に

対
し
て
同
４
１
３
㌶
。
転
作
率
は

43
・
０
％
。
米
の
生
産
目
標
数
量

は
２
３
８
０
㌧
で
す
。　

人口ビジョン
　  ・総合戦略
年末策定目指す

まち・ひと・しごと
創生総合戦略審議会

転
作
田
確
認
な
ど
協
議

町
地
域
農
業
再
生
協
議
会

青少年育成団体の補助
12～１月に申請を受付

嘉島町青少年育成町民会議
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住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
支
え
る
防
災
拠
点
施
設
で
あ
る

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
の
新

庁
舎
が
完
成
、
落
成
式
は
７
月
10

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
来
賓
や
施
工
業
者
、

管
内
の
関
係
者
約
80
人
が
出
席
、

高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
や
消

防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
な
ど
最
新

の
施
設
と
機
能
を
有
す
る
新
庁
舎

の
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。

 

施
設
・
設
備

　

庁
舎
棟
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

３
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
２
８

０
０
平
方
㍍
。
敷
地
面
積
約
８
千

３
５
０
平
方
㍍
。
消
防
車
や
救
急

車
を
格
納
す
る
車
庫
、
主
訓
練
塔

と
補
助
訓
練
塔
を
併
設
。
平
成
26

年
５
月
着
工
、
27
年
３
月
竣
工
。

庁
舎
建
設
総
事
業
費
約
10
億
２
千

万
円
、
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
総
事

業
費
約
８
億
９
千
万
円
。

　

１
階
は
消
防
署
エ
リ
ア
で
上
益

城
消
防
署
事
務
室
、
出
動
準
備
室
、

救
急
消
毒
室
な
ど
。
２
階
は
消
防

本
部
エ
リ
ア
で
上
益
城
消
防
本
部

事
務
室
、
訓
練
ス
ペ
ー
ス
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
な
ど
。
３
階
は
高

機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
や
防
災

対
策
会
議
室
、
約
１
０
０
人
収
容

の
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
を
備
え
て

い
ま
す
。
多
目
的
ホ
ー
ル
は
災
害

時
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
利

用
さ
れ
ま
す
。

 

開
庁
式

　

３
月
竣
工
後
、
備
品
な
ど
を
整

備
。
７
月
１
日
に
、
消
防
組
合
正

副
管
理
者
、
組
合
議
会
議
員
等
が

出
席
し
、
開
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
荒
木
町
長
も
副
管
理
者
と
し

て
出
席
し
、
テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を

入
れ
ま
し
た
。

 

見
学
会

　

管
内
の
住
民
の
方
を
対
象
に
、

新
庁
舎
の
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

○ 

日
時　

土
、
日
、
祝
日
を
除
く

毎
日　

９
時
〜
11
時
半
、
13
時

半
〜
16
時

○
場
所　

上
益
城
消
防
組
合
消
防

　

 

本
部（
御
船
町
辺
田
見
１
６
９
）

○
内
容　

　

施
設
見
学
、
車
両
展
示
な
ど

○
駐
車
場　

　

庁
舎
敷
地
内
駐
車
場
を
予
定

※
見
学
希
望
者
は
、
準
備
の
都
合

上
、
事
前
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

  

上
益
城
消
防
本
部
総
務
課

　
　
　

  

☎
２
８
２－

１
９
５
９

落
成
し
た
上
益
城
消
防
本
部
の
新
庁
舎

最
新
機
器
を
備
え
た
３
階
の

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

新庁舎落成

上益城消防組合消防本部
安全・安心

防災の拠点

　

国
土
交
通
省
は
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
成
功
例
と
し
て
、
嘉
島
町
の
加

勢
川
改
修
な
ど
紹
介
し
た
パ
ネ
ル

を
、
町
役
場
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
や

町
民
会
館
、
熊
本
市
の
子
飼
橋
際

の
白
川
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
に
展
示

し
て
い
ま
す
。
８
月
末
ま
で
。

　

パ
ネ
ル
は
、
加
勢
川
改
修
関
係

が
５
枚
、
九
州
各
地
の
港
や
高
速

道
路
な
ど
が
６
枚
。
イ
ン
フ
ラ

（
社
会
資
本
）
を
整
備
、
蓄
積
し

て
い
く
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
訴
え
る

の
が
狙
い
で
す
。
嘉
島
町
は
改
修

の
進
展
で
浸
水
被
害
が
激
減
、
企

業
誘
致
や
区
画
整
理
が
進
み
、
人

口
が
増
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
成
功
例

加
勢
川
改
修
パ
ネ
ル
展

国
交
省
が
役
場
な
ど
で
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AEDの使い方も実践（西小）

　

夏
休
み
中
の
プ
ー
ル
監
視
に
あ

た
る
嘉
島
西
・
東
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
７
月
２
、
３
日
、
各
小
体
育

館
で
、
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
）
や
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
操

作
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

熊
本
市
の
小
学
校
で
一
昨
年
起

き
た
プ
ー
ル
事
故
を
教
訓
に
、
両

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
と
し
て
、
全

員
参
加
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。
西
小
の
講
師
は
、
警
備
会
社

キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
の
井
善
彦
さ
ん
た

ち
３
人
。
東
小
は
上
益
城
消
防
署

の
緒
方
秀
一
救
急
隊
長
た
ち
３
人
。 　

保
護
者
は
、
万
一
事
故
が
起
き

た
場
合
は
、
①
場
所
の
安
全
確
保

②
大
声
で
周
り
の
人
に
助
け
を
求

め
る
③
名
指
し
で
１
１
９
番
通
報

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
確
保
を
求
め
る
④
呼

吸
や
意
識
の
有
無
を
確
認
す
る
。

⑤
救
急
車
が
来
る
ま
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
操

作
を
挟
み
な
が
ら
胸
骨
圧
迫
を
続

け
る
、
な
ど
を
学
び
、
真
剣
な
表

情
で
練
習
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

交代しながら胸骨圧迫（東小）

　

嘉
島
西
小
学
校
の
５
、
６
年
生
が
７
月
３
日
、
服
を

着
た
ま
ま
の
泳
ぎ
方
な
ど
を
練
習
し
ま
し
た
。
水
の
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
職
員
の
下
田
奈
央
子
さ
ん
た
ち
３
人
が

指
導
。
児
童
は
体
操
服
の
ま
ま
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
り
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
胸
の
上
に
置
い
て
浮
い
た
り
し
ま
し

た
。
水
着
と
違
う
泳
ぎ
に
く
さ
を
実
感
、
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

プ
ー
ル
監
視
に
備
え
て
…

　

心
肺
蘇
生
法
学
ぶ

西・東小
Ｐ Ｔ Ａ

水の事故防ぐ…

西小児童が着衣泳学ぶ

池田景子さん

真剣な表情で聴き入る生徒と保護者

　

嘉
島
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
藤
本
勇

一
郎
会
長
）
は
７
月
４
日
、
性
教

育
講
演
会
を
開
催
。
合
志
市
・
池

田
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
で
産
婦
人

科
医
師
の
池
田
景
子
さ
ん
が
、
自

身
が
担
当
し
た
具
体
例
を
挙
げ
な

が
ら
、「
今
、
皆
さ
ん
は
思
春
期
。

命
を
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
大
事
な
時
期
。
急
が
な

い
、
焦
ら
な
い
、
周
囲
の
情
報
に

惑
わ
さ
れ
な
い
で
」
と
生
徒
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

全
校
生
徒
と
多
く
の
保
護
者

が
参
加
。
池
田
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
人
工
妊
娠
中
絶
は
、
全
国
で
１

年
間
に
18
万
件
。
う
ち
１
割
は

10
代
」。
中
学
３
年
生
や
高
校
生

カ
ッ
プ
ル
の
妊
娠
、
好
き
な
男
子

か
ら
の
要
求
を
断
り
き
れ
ず
に
性

行
為
を
し
て
性
感
染
症
を
移
さ

れ
た
中
学
生
な
ど
の
例
を
挙
げ
、

「
中
高
生
が
親
に
な
る
覚
悟
も
意

思
も
な
く
妊
娠
し
て
し
ま
う
。
そ

れ
は
命
に
と
っ
て
と
て
も
失
礼
」。

「
自
分
の
心
と
体
を
守
る
た
め
に
、

慎
重
に
慎
重
に
行
動
し
て
ほ
し

い
」「
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
の
治

療
は
日
常
茶
飯
事
。
自
覚
症
状
が

な
く
検
査
し
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。

女
性
の
体
に
悪
影
響
を
与
え
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
性
別
や
同
性
愛
な
ど
で

の
差
別
に
も
触
れ
、「
一
人
一
人

違
っ
て
当
た
り
前
。
み
ん
な
大
事

な
存
在
で
す
。
優
劣
を
つ
け
て
は

絶
対
だ
め
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
思
春
期
は
大
事
な
時
期
。

急
が
な
い
、
焦
ら
な
い
！
」

嘉
島
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
性
教
育
講
演
会
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第
65
回
上
益
城
郡
民
体
育
祭
は

７
月
11
、
12
日
（
一
部
前
後
日
）、

郡
内
各
地
で
開
催
。
嘉
島
町
は
大

会
18
競
技
の
う
ち
13
競
技
に
出
場
、

水
泳
競
技
で
優
勝
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
男
子
と
軟
式
野
球
で
準
優
勝
、

総
合
は
５
位
で
し
た
。

　

嘉
島
町
内
で
は
総
合
運
動
公
園

で
サ
ッ
カ
ー
競
技
と
軟
式
野
球
競

技
、
町
民
体
育
館
で
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
、
嘉
島
中
学
校
プ
ー
ル
で

水
泳
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
は
御
船
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
あ
り
、
上
益
城
郡
体
育

協
会
が
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
な
ど
を

表
彰
。
嘉
島
町
関
係
の
被
表
彰
者

と
表
彰
理
由
は
次
の
通
り
で
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
】

○
森
田　

義
雄
さ
ん
＝
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
し
て
嘉
島
町
の
会
長

や
郡
協
議
会
監
事
を
務
め
、
地
域

や
郡
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
】

○
嘉
島
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
池
永

将
輝
代
表
）
＝
平
成
25
年
度
県
１

部
リ
ー
グ
優
勝
。
26
年
度
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
県
大

会
、
九
州
大
会
優
勝
、
全
国
大
会

に
出
場

【
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
】

○
嘉
島
町
銃
剣
道
ク
ラ
ブ
（
池
川

信
治
代
表
）
＝
郡
民
体
育
祭
で
何

度
も
優
勝
。
県
民
体
育
祭
に
主
力

選
手
と
し
て
参
加
、
３
度
優
勝
。

県
優
勝
大
会
で
も
準
優
勝
。

○
空
手
道
嘉
島
道
場
（
河
原
龍
哉

代
表
）
＝
地
域
の
青
少
年
健
全
育

成
を
理
念
に
活
動
。
郡
民
体
育
祭

に
参
加
。
文
化
庁
の
「
伝
統
文
化

親
子
教
室
」
も
開
催

T
EL/FA

X

２
３
５－

６
５
５
６

E-m
ail

：

kashim
a.bbva@

gm
ail.com

11
チ
ー
ム
が
熱
戦

○
嘉
島
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

協
会
６
月
大
会　

６
月
21
日
、
町

民
体
育
館
で
開
催
。
11
チ
ー
ム

（
女
子
５
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

◇
一
般
▽
優
勝　

土
曜
会
Ｃ

　
　
　

▽
二
位　

土
曜
会
Ｂ

　
　
　

▽
三
位　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ

◇
女
子
▽
優
勝　

ク
レ
ー
ル
Ｂ

　
　
　

▽
二
位　

ク
レ
ー
ル
Ａ

　
　
　

▽
三
位　

ク
レ
ー
ル
Ｃ

参
加
希
望
者
は
事
務
局
の
矢
野
へ
。

水
泳
競
技　

優
勝

水
泳
競
技　

優
勝

第第
6565
回
上
益
城
郡
民
体
育
祭

回
上
益
城
郡
民
体
育
祭

嘉島サッカークラブ

エッジスタイル

嘉
島
ク
ラ
ブ 

準
優
勝

○
全
国
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
熊
本
県
大
会　

嘉
島
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
は
７
月
19
日
、
七
城

運
動
公
園
で
行
わ
れ
た
決
勝
戦
で
、

熊
本
県
教
員
蹴
球
団
に
１
対
０
で

惜
敗
し
、
準
優
勝
。
２
連
覇
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

エ
ッ
ジ
ス
タ
イ
ル 

栄
冠

○
第
33
回
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会　

６
月
１
日
開
幕
。

９
チ
ー
ム
が
参
加
。
決
勝
は
７
月

10
日
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
、
十
夢
と
エ
ッ
ジ
ス
タ
イ
ル
が

対
戦
。
最
終
回
、
２
点
リ
ー
ド
さ

れ
た
エ
ッ
ジ
ス
タ
イ
ル
が
サ
ヨ
ナ

ラ
３
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
６
対
５

と
逆
転
、
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

クレールB 土曜会C

猛
暑
の
な
か
熱
戦

○
嘉
島
西
小
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
大
会　

７
月
18
日
、
同
小
体

育
館
で
開
催
。
猛
暑
の
中
、
36

（
男
子
12
、
女
子
24
）
チ
ー
ム
が

参
加
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

◇
男
子
▽
優
勝　

６
年
１
組

　
　
　

▽
２
位　

３
年
１
組

　
　
　

▽
３
位　

６
年
２
組

◇
女
子
▽
優
勝　

６
年
２
組
Ａ

　
　
　

▽
２
位　

４
年
１
組
Ａ

　
　
　

▽
３
位　

４
年
２
組
Ｂ

６年２組Aチーム 6年１組チーム
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第
40
回
上
益
城
郡
中
学
校
総
合

体
育
大
会
は
６
月
27
、
28
日
、
郡

内
各
地
で
開
催
。
嘉
島
中
学
校

は
９
競
技
に
参
加
、
団
体
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
男
女
、
柔
道
男
子
、
空
手
道

男
子
形
が
優
勝
、
野
球
が
準
優
勝
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
と
空
手
道
男

子
組
手
が
３
位
に
入
賞
す
る
好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
個
人
は
柔
道
、

硬
式
テ
ニ
ス
、
空
手
道
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
各
競
技
で
22
人
が
上
位

入
賞
。
こ
の
う
ち
５
団
体
14
個
人

が
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
10
日
に
嘉
島
中

プ
ー
ル
で
開
か
れ
た
水
泳
大
会
で

は
、
個
人
４
人
と
男
子
２
０
０
㍍

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
チ
ー
ム
が
上
位

入
賞
、
６
人
が
県
標
準
記
録
を
突

破
し
て
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

個
人
競
技
の
県
大
会
出
場
選
手

は
次
の
通
り
で
す
。
敬
称
略
。

【
柔
道
】
◇
男
子
▽
50
㌔
級　

廣

田
愁
（
２
年
）
▽
81
㌔
級　

岩
本

大
河
（
２
年
）、
北
原
悠
（
３
年
）

▽
90
㌔
級　

笠
隼
人
（
３
年
）

▽
90
㌔
超
級　

南
太
陽
（
３
年
）

【
硬
式
テ
ニ
ス
】
◇
男
子
▽
シ
ン

グ
ル
ス　

白
神
嘉
也
（
３
年
）

　

嘉
島
町
学
童
水
泳
記
録
会
は
７

月
23
日
、
嘉
島
西
小
プ
ー
ル
で
開

か
れ
、
西
・
東
両
小
の
４
〜
６
年

生
約
２
４
０
人
が
出
場
。
青
空
の

下
、
元
気
に
水
し
ぶ
き
を
上
げ
、

３
種
目
５
個
の
大
会
新
記
録
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

種
目
は
50
㍍
と
25
㍍
の
自
由
形
、

平
泳
ぎ
、
25
㍍
×
４
の
１
０
０
㍍

リ
レ
ー
。

　

大
会
新
記
録
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
５
年
男
子
50
㍍
自
由
形
▽
廣
川

生
（
東
）
36
秒
５
◇
６
年
女
子
50

㍍
自
由
形
▽
中
冨
遥
香
（
東
）
36

秒
４
、
布
田
美
琴
（
西
）
39
秒
２

◇
６
年
女
子
25
㍍
自
由
形
▽
中
冨

遥
香
（
東
）
17
秒
１
、
布
田
美
琴

（
西
）
18
秒
１　
　
　

※
敬
称
略

テニス
白神選手

大
会
新　

３
種
目
５
個

町
学
童
水
泳
記
録
会

【
空
手
道
】
◇
男
子
▽
代
表
個
人

組
手
・
個
人
形　

上
妻
正
明
（
３

年
）
▽
代
表
個
人
組
手　

山
口
拓

馬
（
２
年
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
◇
男
子
▽
ダ

ブ
ル
ス　

田
口
禅
・
坂
﨑
陸
（
１

年
）
◇
女
子
▽
シ
ン
グ
ル　

黒
田

結
衣
（
３
年
）、
本
田
涼
乃
（
２

年
）
▽
ダ
ブ
ル
ス　

前
田
彩
衣
・

家
入
涼
奈
（
３
年
）

【
水
泳
】
◇
男
子　

興
梠
智
信
（
３

年
）、
中
冨
翔
太
（
２
年
）、
廣
川

由
（
１
年
）、
藤
瀨
栄
輝
（
１
年
）、

成
松
楓
河
（
１
年
）
◇
女
子　

東

田
愛
美
（
２
年
）

      

上
益
城
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会

上
益
城
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　

上
位
入
賞　

８
団
体

　

上
位
入
賞　

８
団
体
2626
個
人
個
人

５
団
体

５
団
体
2020
個
人
県
大
会
へ

個
人
県
大
会
へ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
女
団
体

柔
道
男
子
団
体
・
個
人
。

左
か
ら
、
廣
田
、
岩
本
、
笠
、

北
原
、
南
の
各
選
手

空
手
道
団
体
形
・
個
人
組
手
。

左
か
ら
、
上
妻
正
、
西
村
、

上
妻
勇
、
山
口
の
各
選
手

水
泳
個
人
。
左
か
ら
、
興
梠
、

廣
川
、
中
冨
、
藤
瀨
、
東
田
、

成
松
の
各
選
手

嘉島中
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梅雨の最中の７月、嘉島町で児童
や園児が田植えを体験。米作りの
大変さをちょっぴり実感、「大きく
育って」と思いを込めました。

「大きく育って」田植え

　

上
六
嘉
の
西
田
優
士
さ

ん
が
提
供
し
た
田
で
、
５

年
生
19
人
が
７
月
２
日
、

田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

西
田
さ
ん
の
指
導
で
４
、

５
本
ず
つ
苗
を
つ
ま
ん
で

て
い
ね
い
に
。
年
間
生
産

量
や
米
作
り
で
一
番
き
つ

い
こ
と
は
、
な
ど
の
質
問

も
。
西
田
さ
ん
か
ら
「
近

く
を
通
る
時
は
稲
の
成
長

を
確
認
し
て
下
さ
い
」
と

言
わ
れ
る
と
「
は
い
」
と

答
え
て
い
ま
し
た
。

嘉
島
東
小
学
校

　

鯰
の
𠮷
田
三
十
志
さ
ん

が
提
供
し
た
園
の
近
く
の

田
で
７
月
２
日
、
保
護
者

も
交
え
て
に
ぎ
や
か
に
田

植
え
を
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
上
益
城
の
職
員
も

指
導
。
自
分
た
ち
で
種
ま

き
し
た
苗
を
て
い
ね
い
に

植
え
ま
し
た
が
、
尻
も
ち

を
つ
い
た
り
手
を
突
い
た

り
、「
気
持
ち
悪
い
」「
お

も
し
ろ
い
」
と
大
さ
わ
ぎ
。

カ
ラ
フ
ル
な
服
は
泥
ん
こ

に
な
り
ま
し
た
。

嘉
島
幼
稚
園

　

５
年
生
64
人
は
７
月
６
日
、

林
田
賢
秀
さ
ん
が
提
供
し
た

上
仲
間
の
田
で
田
植
え
し
ま

し
た
。　
　
　
　
※
表
紙
参
照

　

林
田
さ
ん
た
ち
の
指
導
で
、

モ
チ
米
の
苗
を
４
、
５
本
ず

つ
摘
ま
み
、
縦
横
き
れ
い
に

揃
え
て
い
き
ま
し
た
。
足
が

抜
け
な
く
な
っ
た
り
、
尻
も

ち
を
つ
い
た
り
し
な
が
ら
も
、

慣
れ
る
に
つ
れ
て
早
く
上
手

に
。「
楽
し
か
っ
た
」「
99
点

の
出
来
」
と
声
が
出
て
い
ま

し
た
。 嘉

島
西
小
学
校

　

農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
連
絡

協
議
会
代
表
の
河
原
君
代
さ

ん
が
井
寺
地
区
の
田
を
提
供
。

園
児
22
人
が
７
月
８
日
、
苗

を
植
え
ま
し
た
。

　

都
市
と
農
村
の
交
流
事
業

で
、
今
年
で
４
年
目
。
園
児

は
熊
本
市
東
区
若
葉
か
ら
バ

ス
で
来
町
。
尻
も
ち
を
つ
い

た
り
し
て
泥
ん
こ
に
な
っ
た

園
児
た
ち
は
、
近
く
の
湧
水

池
の
清
水
で
体
を
き
れ
い
に

洗
い
ま
し
た
。

嘉
島
町
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ

熊
本
市
・
の
ぞ
み
保
育
園
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パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　

子
ど
も
た
ち
を
魅
了

西
・
東
小
読
み
聞
か
せ
の
会
有
志

　

熊
日
童
話
会
の
お
話
会
が
７
月

27
日
、
町
民
会
館
で
開
か
れ
、
８

月
25
日
に
同
会
館
で
開
催
予
定
の

町
童
話
発
表
会
に
参
加
す
る
児
童

が
、
話
の
選
び
方
や
内
容
、
発
声

法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
熊
日
童
話
会
の
吉

永
千
草
さ
ん
と
田
野
通
子
さ
ん
。

「
ど
う
す
れ
ば
聴
く
人
の
心
に
残

る
か
、
話
し
方
を
考
え
て
」
と
実

演
を
交
え
な
が
ら
、
一
生
懸
命
覚

え
る
こ
と
、
自
分
の
年
齢
に
ふ
さ

わ
し
い
内
容
に
す
る
こ
と
、
声
の

大
小
、
速
さ
、
高
低
、
間
の
取
り

方
、
話
の
盛
り
上
げ
方
な
ど
を
工

夫
す
る
よ
う
伝
え
ま
し
た
。

８
月
に
童
話
発
表
会

熊
日
童
話
会
で
学
ぶ

参
加
予
定
の
児
童

　

嘉
島
西
・
東
小
の
保
護
者
で
作

る
読
み
聞
か
せ
の
会
の
有
志
が
、

暗
い
中
で
絵
が
浮
か
び
上
が
る
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
今
年
も
制
作
、

両
小
と
嘉
島
幼
稚
園
で
６
月
に
公

演
。
切
り
絵
と
朗
読
で
巧
み
に
表

現
さ
れ
た
物
語
の
世
界
が
子
ど
も

た
ち
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

切
り
絵
は
、
蛍
光
塗
料
入
り
の

絵
の
具
で
彩
色
。
周
り
を
暗
く
し

た
中
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
当

て
る
と
絵
が
光
っ
て
浮
か
び
上
が

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
朗
読
に
合

わ
せ
、
大
き
な
パ
ネ
ル
に
絵
を
張

り
替
え
て
物
語
を
表
現
し
ま
す
。

　

制
作
・
公
演
し
た
の
は
、
西
小

の
「
ひ
だ
ま
り
の
会
」（
奥
村
貴

子
代
表
）
と
東
小
の
「
ハ
ッ
ピ
ー

マ
マ
」（
井
上
千
春
代
表
）
の
13

人
。
作
品
は
「
す
て
き
な
三
人
ぐ

み
」
と
「
て
ん
し
き
」
の
２
本
。

公
演
時
間
は
合
わ
せ
て
15
分
ほ
ど

で
す
が
、
昨
年
の
公
演
後
か
ら
１

年
が
か
り
で
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

西小で公演した皆さん

東小児童の感想を聞く皆さん

　

上
益
城
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
（
宮
村
勇
一
郎
会
長
）
の
研
修

会
は
７
月
11
日
、
嘉
島
町
民
会
館

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、「
か
み
ま
し

き
か
ら
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
と
体

験
の
風
を
お
こ
そ
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
陰
山
秀
男
立
命
館
大
教
授
の

講
演
や
、
嘉
島
東
小
な
ど
郡
内
５

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
事
例
・
体
験
発

表
が
あ
り
、
盛
況
で
し
た
。

　

宮
村
会
長
は
、「
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
の
た
め
に
、
家
庭
や
地
域

で
取
り
組
み
を
進
め
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
陰
山
教
授
は
、「
勉
強

は
集
中
す
る
練
習
。
集
中
の
土
台

は
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
お
母
さ
ん
の
笑

顔
に
比
例
し
て
子
ど
も
は
伸
び

る
」
と
話
し
、「
脳
の
健
康
に
は
、

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
と
正
し

い
生
活
リ
ズ
ム
の
大
切
さ
を
訴
え

ま
し
た
。

　

嘉
島
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
廣
川
清
賜

顧
問
は
「
大
好
き
な
子
ど
も
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
」
と
題
し
て
、

保
護
者
と
地
域
と
学
校
が
協
力
し

て
い
る
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ホ
ワ
イ
エ
で
は
、
紙
ト
ン
ボ
や

簡
単
ロ
ケ
ッ
ト
ひ
こ
う
機
な
ど
の

手
作
り
体
験
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ロケットひこう機を作る子どもたち

盛
況
だ
っ
た
研
修
会

か
み
ま
し
き
か
ら　

正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
と

                     　

体
験
の
風
を
お
こ
そ
う

上
益
城
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
研
修
会
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犬渕の
夏祭り

交通
安全

五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を
祈
っ
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
保
存

会
の
皆
さ
ん
が
伝
統
を
守

り
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
馬
は
い
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
直
径
約
１
・

２
㍍
の
大
太
鼓
を
載
せ
た

台
座
の
屋
根
に
は
消
防
団

員
が
描
い
た
馬
の
絵
が
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。
区
内
を

通
っ
て
十
五
社
神
社
に
参

拝
、
祝
詞
を
あ
げ
て
祈
願

し
た
あ
と
、
緑
川
堤
防
沿

い
の
水
神
さ
ん
に
も
お
参

り
。
こ
の
あ
と
地
区
の
一

戸
一
戸
を
巡
回
し
て
区
民

み
ん
な
の
無
事
を
祈
り
ま

し
た
。

な
く
元
気
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う

に
」
な
ど
の
願
い
ご
と
を
発
表
。

特
別
ゲ
ス
ト
の
く
ま
モ
ン
も
登
場
、

園
児
の
歌
や
太
鼓
に
合
わ
せ
て

踊
っ
た
り
、
一
緒
に
く
ま
モ
ン
体

操
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

織
姫
役
の
藤
野
恵
実
瑠
さ
ん
と

彦
星
役
の
木
下
陽
く
ん
は
、「
道

路
へ
は
飛
び
出
し
ま
せ
ん
。
道
路

を
渡
る
と
き
は
よ
く
見
て
渡
り
ま

す
」
と
交
通
安
全
宣
言
を
し
ま
し

た
。

　

こ
の
あ
と
役
場
前
で
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
園
児
が
交
通

安
全
母
の
会
員
と
「
安
全
運
転

で
お
願
い
し
ま
す
」
と
ド
ラ
イ

バ
ー
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
地
域
婦
人
会
（
廣
田
惠

子
会
長
）
が
７
月
３
日
、
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
を
視
察
研
修
、
16
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
社

会
福
祉
法
人
環
友
會
等
を
訪
問
。

近
年
の
管
内
の
ご
み
排
出
量
の
推

移
、
プ
ラ
容
器
の
品
質
状
況
、
分

別
の
仕
方
、
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
工
程
な
ど
、
排
出
利
用
や
再

利
用
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
事
業
活
動
に
つ
い
て
、
担
当

者
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
地
域
活
動
に
活
か

し
た
い
と
熱
心
に
質
問
、
メ
モ
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。

ドライバーに安全運転を呼びかける園児

分
別
排
出
・
排
出
抑
制

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
視
察

 

嘉
島
町
地
域
婦
人
会

五
穀
豊
穣
願
い

地
区
練
り
歩
く

地
区
内
を
練
り
歩
く
夏
祭
り

水神さんにも祈願

　

約
２
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る
と

さ
れ
る
犬
渕
地
区
の
馬
祭
り
は
７

月
18
日
に
開
か
れ
、
法
被
姿
の
約

40
人
が
に
ぎ
や
か
に
区
内
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。         

※
表
紙
参
照

　

祭
り
は
、
田
植
え
後
の
農
耕
馬

や
住
民
た
ち
の
慰
労
を
兼
ね
て
始

ま
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
毎
年
、

同
じ
日
に
子
ど
も
か
ら
年
寄
り
ま

で
地
域
を
あ
げ
て
参
加
、
笛
や
太

鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
馬
の
健
康
や

く
ま
モ
ン
と
い
っ
し
ょ
に
短
冊
に
書
い
た

願
い
事
を
発
表
す
る
園
児

　

交
通
安
全
「
織
姫
・
彦
星
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
七
夕
作
戦
」
の
出
発
式

が
７
月
３
日
、
嘉
島
幼
稚
園
で
あ

り
ま
し
た
。　
　
　
　
※
表
紙
参
照

　

交
通
事
故
が
多
発
す
る
夏
場
を

前
に
事
故
抑
止
を
図
る
た
め
、
御

船
地
区
交
通
安
全
協
会
（
西
口
俊

一
会
長
）
が
御
船
署
、
管
内
４
町

と
連
携
し
て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

西
口
俊
一
会
長
と
森
嶋
秀
則
嘉

島
支
部
長
が
あ
い
さ
つ
。
園
児
が

短
冊
に
書
い
た
「
ケ
ガ
や
事
故
が

短
冊
に
願
い
を
込
め
て

七
夕
作
戦
出
発
式
と

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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嘉
島
町
の
消
費
喚
起
と
子

育
て
支
援
の
た
め
の
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
は
７
月
21
日
か

ら
、
町
商
工
会
で
販
売
が
始

ま
り
ま
し
た
。
初
日
は
雨
の

中
で
し
た
が
、
早
朝
か
ら
購

入
希
望
者
が
並
び
、
販
売
開

始
の
午
前
９
時
ご
ろ
に
は
町

民
体
育
館
ま
で
１
０
０
人
を

超
す
長
い
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

販
売
予
定
総
数
１
万
セ
ッ

ト
の
う
ち
、
残
っ
て
い
る
の

は
８
月
７
日
現
在
、
２
５
８

９
セ
ッ
ト
で
す
。

　

購
入
で
き
る
の
は
町
内
在

住
の
方
。
１
セ
ッ
ト
５
０
０

円
券
12
枚（
６
千
円
分
）
を
５

千
円
で
１
人
３
セ
ッ
ト
ま
で
。

　

未
就
学
児
が
い
る
世
帯

（
５
月
31
日
現
在
）
は
、
未
就

学
児
１
人
１
セ
ッ
ト
に
限
っ

て
３
千
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

　

販
売
は
、
月
〜
金
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。
販

売
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
で

す
が
、
完
売
次
第
終
了
。
使

え
る
期
間
は
11
月
末
ま
で
。

登
録
し
た
町
内
の
事
業
所
・

店
舗
で
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

嘉
島
町
商
工
会

（
嘉
島
町
上
島
９
２
９
）

☎
２
３
７

－

０
７
３
４

雨の中、長い列ができた販売初日の７月21日

　

上
益
城
食
品
衛
生
協
会
嘉
島
支

会
（
栗
山
伸
也
会
長
）
は
７
月
21
日
、

平
成
27
年
度
通
常
総
会
を
町
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
食
品
の
安
全

性
確
保
の
た
め
、
指
導
員
制
度
の

強
化
や
食
品
衛
生
責
任
者
再
講
習

会
の
開
催
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

同
支
会
の
会
員
は
52
人
。
栗
山

会
長
は
「
昨
年
度
は
嘉
島
支
会
で

は
食
中
毒
な
ど
の
事
故
は
ゼ
ロ
。

こ
れ
か
ら
も
安
心
安
全
な
食
の
意

識
を
継
続
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
来
賓
の
荒
木
町
長

は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
の

協
力
に
感
謝
、「
一
つ
の
景
気
対

策
に
な
れ
ば
幸
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

上
益
城
食
品
衛
生
協
会
の
優
良

施
設
と
し
て
、「
焼
肉
俺
の
牛
」

（
下
田
敏
晴
代
表
）
が
表
彰
さ
れ

た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
の
講
習
会
で
は
、
岡
田

賢
太
郎
・
御
船
保
健
所
衛
生
環
境

課
技
師
が
、
県
内
の
食
中
毒
発
生

状
況
や
衛
生
管
理
の
在
り
方
な
ど

を
話
し
ま
し
た
。
未
受
講
の
会
員

に
は
再
講
習
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
「
気
ま
ぐ
れ
ー
ズ
」
の
童
謡
コ

ン
サ
ー
ト
が
７
月
８
日
、
滝
河
原

公
民
館
で
あ
り
、
主
催
の
滝
河
原

サ
ロ
ン
を
は
じ
め
各
地
区
サ
ロ
ン

か
ら
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
」
や
「
た
な
ば
た

さ
ま
」
な
ど
懐
か
し
い
童
謡
・
唱

歌
16
曲
を
、
み
ん
な
で
一
緒
に
大

き
な
声
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
た
。

町商工会で販売中

　

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
は
７
月
14
日
、

Ｊ
Ａ
の
子
ど
も
向
け
農
業
月
刊
誌

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
８
月
号
を
、
嘉

島
町
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
嘉
島

西
・
東
小
学
校
の
４
年
生
に
贈
呈
。

農
業
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
毎
年
贈
っ
て
い
ま
す
。

　

同
Ｊ
Ａ
の
藤
木
眞
也
組
合
長
か

ら
受
け
取
っ
た
工
藤
教
育
長
は
、

「
児
童
も
学
校
で
花
や
野
菜
を
育

て
て
農
業
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
夏
休

み
前
に
児
童
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
号
の
別
冊
付
録
は
「
み

ん
な
の
暮
ら
し
と
農
業
・
Ｊ
Ａ
」。

熊
本
県
の
豊
か
な
水
や
自
然
を
守

る
「
く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農
業
」

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
品
の
安
全
確
保
し

食
中
毒
ゼ
ロ
継
続

　
　
　

上
益
城
食
品
衛
生

　
　
　
　

協
会
嘉
島
支
会

　
　
　
　

滝
河
原
サ
ロ
ン
で

　
　
　
　

童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

工藤教育長（左）に「ちゃぐりん」を
贈る藤木組合長

　
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
で

農
業
に
理
解
を

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き 

小
４
生
に
贈
る
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健
康
な
心
と
体
は
、

規
則
正
し
い

生
活
リ
ズ
ム
か
ら

　

保
護
者
に
は　

○ 

子
ど
も
は
免
疫
力
を
つ

け
る
こ
と
で
、
感
染
に

強
い
体
を
つ
く
っ
て
い

く
。

○ 

６
カ
月
か
ら
４
歳
く
ら

い
ま
で
が
「
免
疫
の
学

習
に
適
し
た
時
期
」

○ 
免
疫
力
を
高
め
る
た
め

に
は
、
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
る
。

○ 

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ

ム
が
病
気
予
防
や
健
や

か
な
成
長
に
つ
な
が
る
。

○ 

早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご

は
ん
。
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
。

○ 

１
日
３
食
＋
お
や
つ
を
。

　

 

規
則
正
し
く
食
べ
さ
せ

る
。

　

園
児
に
は　
　

○ 

赤
・
黄
・
緑
。
３
色
そ

ろ
っ
た
食
事
を
し
よ
う
。

○ 

朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
。

・ 

朝
ご
は
ん
を
食
べ
な

い
と
…

　

①
集
中
力
が
な
く
な
る

　

②
力
が
出
な
い

　

③
眠
く
な
る

　

④
イ
ラ
イ
ラ
す
る

　

⑤
頭
が
働
か
な
い
。

　

今
月
は
、
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち

の
免
疫
力
を
高
め
、
健
や
か

な
成
長
に
つ
な
が
る
と
い
う

お
話
で
す
。

　

親
子
食
育
教
室

　
　
　
　
（
嘉
島
幼
稚
園
）

　

嘉
島
幼
稚
園
で
６
月
24
日
、

さ
く
ら
組
（
年
長
）
の
園
児

と
保
護
者
を
対
象
に
「
親
子

食
育
教
室
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
町
の
保
健
師
、
栄
養
士

と
食
生
活
改
善
推
進
員
た

ち
が
指
導
。
園
児
と
保
護
者

は
、
食
べ
物
の
勉
強
の
あ
と
、

一
緒
に
な
か
よ
く
「
じ
ゃ
こ

ピ
ー
マ
ン
」
を
作
り
ま
し
た
。

※
表
紙
参
照

↑　赤、青、黄の食べ物を学ぶ園児たち

←　親子でなかよく「じゃこピーマン」作り

各種大会予定 平成27年 7 月31日現在

月 日 曜 大　会　名 場所 開始時間 主　催　者

8

18 火 2015　キッズサッカー交流会 競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会　25 日も開催

22 土 第５回全日本女子（小中学生）軟式野球九州大会 野球場 8:00 ～ 全日本軟式野球連盟九州連合会 23 日まで

30 日 第６回九州ユース（U－15）サッカーリーグ 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会

9

４ 金 第 30 回九州大学サッカーリーグ（２部） 競技場 14:30 ～ 九州サッカー協会

６ 日 第 50 回熊本県サッカーリーグ（１部） 競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会　27 日も開催

13 日 第６回九州ユース（U－15）サッカーリーグ 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会　20 日も開催

19 土
第 59 回熊本県専修学校各種学校連合会軟式野球大会 野球場 8:00 ～ 熊本県専修学校各種学校連合会

第 59 回熊本県専修学校各種学校連合会サッカー大会 競技場 9:00 ～ 熊本県専修学校各種学校連合会

21 月 第 40回嘉島町ダイヤモンド杯争奪少年野球大会 野球場 8:00 ～ 嘉島町商工会青年部　23 日まで

嘉島町総合運動公園

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
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《
8
〜
9
月
の
休
館
日
》

８
月　

17
、
24
、
31
日

9
月　

7
、
14
、
24
、
28
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
は
利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た

め
に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
お
は
な
し
会
》

　

８
月
26
日
、9
月
9
日
、23
日
の

15
時
半
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
の
部

屋
で
。
参
加
無
料
。

嘉  島  町  民  会  館

ラプラスの魔女
 東野圭吾
九年前の祈り
 小野正嗣
あん
 ドリアン助川
明日の子供たち
 有川　浩
傘をもたない蟻たちは
 加藤シゲアキ
最後だとわかっていたなら
 ノーマ コーネット マレック・作
 佐川　睦・訳
脳はどこまでコントロールできるか？
 中野信子
人生がときめく片づけの魔法２
 近藤麻理恵
お金が貯まるのはどっち!?
 菅井敏之
金魚の事がよくわかる本
かわいい金魚 杉野裕志　著

さかなクンの水族館ガイド
 さかなクン
４泳法がきれいに泳げるようになる！
 高橋雄介
地球まるごと　ふしぎ雑学
 荒舩良孝　著
ラストラン
 角野栄子
なんちゃって　ヒーロー
 みうらかれん・作　佐藤友生・絵
ひまわり 沖縄は忘れない、あの日の空を
 脚本・大城貞俊 山田耕大
 文・ひろはたえりこ
８月６日のこと 文　中川ひろたか
 絵　長谷川義史
まほうの夏 作　藤原一枝・はたこうしろう
 絵 はたこうしろう
ばばばあちゃんのアイスパーティ
 さとうわきこ・作　佐々木志乃・協力
お化けの海水浴
 川端　誠

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は

翌
日
）・
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

おすすめ本

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

ホール「アクア」催物案内 平成27年 7 月31日現在

月 日 曜 ホール催し物 開演時間 入場料 主催者
（問い合わせ先）

９ ５ 土 必由館高校の太鼓の演奏 13:00予定 無料 九州クラフト工業 ☎ 357 － 2121

９ 11 金 嘉島町敬老会 9:00 無料 役場町民課 ☎ 237 － 2576

９ 26 土 ひきこもり支援研修会 9:00 ― 熊本県精神保健健康福祉センター
 ☎ 386 － 1255

10 24 土 熊日ストリートダンスコンテスト 2015 13:00 無料 熊本日日新聞社事業部
 ☎ 361 － 3383

10 25 日 ピアノ教室発表会 9:00 無料 南應子　　☎ 090 － 6036 － 2513

11 ２ 月 嘉島町文化祭（作品展示～３日） 12:00
無料 嘉島町文化協会 ☎ 237 － 0058

11 ３ 火 嘉島町文化祭（舞台発表） 9:00

11 ７ 土 人権を考える町民の集い 13:00 無料 町教育委員会 ☎ 237 － 0058

　

や
ま
ん
ば
か
あ
さ
ん
と
ま
ゆ
が

り
ゅ
う
の
せ
な
か
に
の
っ
て
、
雪

を
と
か
し
て
、
春
に
す
る
お
話
で

す
。

　

ぼ
く
も
、
本
物
の
り
ゅ
う
の
せ

な
か
に
の
っ
て
と
ん
で
み
た
い

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

り
ゅ
う
が
雨
を
ふ
ら
せ
て
、
い

つ
も
は
小
さ
な
谷
川
が
、
り
ゅ
う

の
よ
う
に
、
流
れ
る
所
が
は
く
力

が
あ
っ
て
す
き
で
す
。

　

さ
い
ご
に
に
じ
が
で
る
場
面
が

と
て
も
き
れ
い
で
す
。

「
ま
ゆ
と
り
ゅ
う
」

富
安　

陽
子
・
作

降
矢　

な
な
・
絵

福
音
館
書
店

嘉島西小学校３年

福嶋　一心 君
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検
診
・
健
康

嘉
島
町
集
団
検
診

○
実
施
期
間

　

８
月
30
日
（
日
）
〜
９
月
３
日
（
木
）

　

嘉
島
町
は
、
今
年
も
が
ん
検
診
を
含

む
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
健

診
で
は
が
ん
検
診
と
同
時
に
「
特
定
健

診
」
や
「
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
」
な
ど

複
数
の
検
診
を
一
度
に
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

４
月
に
広
報
誌
と
世
帯
ご
と
の
通
知

で
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、
４
月
以
降
に

本
町
に
転
入
さ
れ
た
方
や
新
た
に
受
診

を
ご
希
望
の
方
は
、
以
下
の
表
を
ご
確

認
の
う
え
役
場
町
民
課
保
健
係
に
ご
連

絡
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が

ん
及
び
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
無
料
検
診

　

嘉
島
町
の
が
ん
検
診
対
象
者
に
、
検

診
手
帳
（
20
・
40
歳
の
み
）
及
び
検
診

費
用
が
無
料
に
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
（
大

腸
が
ん
検
診
対
象
者
に
は
通
知
）
を
６

月
中
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
の
受
診
機
会
を
提
供
し
、

受
診
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
が
ん
の

早
期
発
見
と
正
し
い
健
康
意
識
の
普
及

啓
発
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
国
の
補
助
事
業
で
す
。

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
及
び
送
付
し
た
通

知
文
を
利
用
し
て
９
月
の
集
団
検
診
を

受
診
予
定
の
方
は
、
事
前
申
込
が
必
要

で
す
。

　

無
料
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
は
、
８
月

30
日
（
日
）
か
ら
９
月
３
日
（
木
）
ま

で
実
施
し
ま
す
。
午
前
７
時
30
分
か
ら

11
時
ま
で
の
間
に
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
事
前
申
込
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

※ 

次
ペ
ー
ジ
の
表
で
対
象
者
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。←

【平成 27年度嘉島町集団検診の予定表】

※対象者の年齢は平成 28 年３月 31 日時点での到達年齢です。

検診項目 対象者 日程

特定健診

１）嘉島町国民健康保険に加入する 40 歳以上 74 歳以下の方
２）国保以外の健康保険に加入される被扶養者の方で、保険
者が発行した「特定健診受診券」をお持ちの方（ただし、日
赤熊本健康管理センターと契約がある場合のみ）
※ 受診を希望される場合は必ず嘉島町役場町民課保健係まで

お電話ください。

８月30日（日）～
９月３日（木）の
午前中で町が指定
した日時となりま
す。

○すでに嘉島町の
検診の申し込みを
されている方には、
８月中旬頃に日程
を通知し、問診票
を送付します。
○がん検診推進事
業対象となられる
方は「無料クーポ
ン券及び送付した
通知文」をご持参
下さい。
○無料肝炎ウィル
ス検診対象となら
れる方は、送付し
ている通知をご持
参ください。

後期高齢者健診 後期高齢者医療被保険者の方（主に満 75 歳以上の方）

肺がん検診

40 歳以上の方
胃がん検診

大腸がん検診

超音波検診

子宮頸がん検診 20 歳以上の女性

乳がん検診 40 歳以上の女性

前立腺がん検診 50 歳以上の男性

骨粗しょう症検診 満 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・65 歳・70 歳の女性

Ｂ型・Ｃ型肝炎
ウィルス検診

40 歳以上の方で、これまでに肝炎ウィルス検診を受診した
ことのない方
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飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

検
査
費
用
は
次
の
通
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

子
育
て

児
童
扶
養
手
当
制
度

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
や
父
母
が
い
な
い
た
め
父
母
以
外
の

方
が
児
童
を
養
育
す
る
場
合
な
ど
に
、

児
童
を
養
育
す
る
家
庭
の
生
活
の
安
定

と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

　

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、

次
の
①
〜
⑨
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
、
父
子

家
庭
の
父
、
母
又
は
父
に
代
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
す
。

　

な
お
、
児
童
に
一
定
以
上
の
障
害
が

あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
ま
で
手
当
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

① 

父
母
の
離
婚
後
、
父
又
は
母
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

② 

父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③ 

父
又
は
母
に
重
度
の
障
害
（
国
民
年

金
の
障
害
等
級
１
級
程
度
）
が
あ
る

児
童

④ 

父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

⑤ 

父
又
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥ 

父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦ 

父
又
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き

１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧ 

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
（
未
婚

で
）
出
生
し
た
児
童

⑨ 

⑧
に
当
た
る
か
明
ら
か
で
な
い
児
童

　

た
だ
し
、
受
給
者
及
び
扶
養
義
務
者

や
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
限
度
額
を
超

え
る
場
合
は
、
手
当
の
全
部
又
は
一
部

が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
12
月
か
ら
、
児
童
ま
た
は

（1）【大腸がん及び肝炎ウィルス検診対象者】

（2）【乳がん検診対象者】

（3）【子宮頸がん検診対象者】

年齢 生年月日（年齢基準日：平成 27 年４月１日現在）

40 歳 昭和 49（1974）年４月２日～昭和 50 年（1975）年４月１日

45 歳 昭和 44（1969）年４月２日～昭和 45 年（1970）年４月１日

50 歳 昭和 39（1964）年４月２日～昭和 40 年（1965）年４月１日

55 歳 昭和 34（1959）年４月２日～昭和 35 年（1960）年４月１日

60 歳 昭和 29（1954）年４月２日～昭和 30 年（1955）年４月１日

年齢 生年月日（年齢基準日：平成 27 年４月１日現在）

40 歳
（女性のみ） 昭和 49（1974）年４月２日～昭和 50 年（1975）年４月１日

年齢 生年月日（年齢基準日：平成 27 年４月１日現在）

20 歳
（女性のみ） 平成６（1994）年４月２日～平成７年（1995）年４月１日
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受
給
者
が
公
的
年
金
（
遺
族
年
金
・
障

害
年
金
・
老
齢
年
金
・
労
災
年
金
・
遺

族
補
償
な
ど
）
を
受
給
す
る
場
合
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
年
金
の
合
算
額
が
所
得

に
よ
る
支
給
制
限
及
び
受
給
開
始
後
５

年
経
過
に
よ
る
支
給
制
限
後
の
手
当
額

よ
り
低
い
場
合
に
は
、
そ
の
差
額
分
の

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、

小
学
校
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
の
障

が
い
を
持
つ
児
童
を
対
象
に
、
生
活
の

質
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
、将
来
の
仕
事
に
つ
な
が
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

嘉
島
町
に
も
今
年
度
、
２
事
業
所
が

開
設
し
ま
し
た
。
見
学
や
体
験
を
ご
希

望
の
方
は
お
気
軽
に
事
業
所
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

○
町
内
事
業
所

・
ひ
だ
ま
り
事
業
所

　
　

嘉
島
町
上
仲
間
１
８
４

☎
２
３
５－

６
０
７
０

・
子
ど
も
支
援
室
み
ら
い

　
　

嘉
島
町
上
六
嘉
１
３
８
２
番
地
２

☎
２
３
７－

５
８
８
８

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
各

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
役
場
町
民
課
福
祉
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

病
児
・
病
後
児
の
保
育
事
業

　

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
に
通
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
熱
を
出
し
た
り
、

お
腹
を
こ
わ
し
た
り
す
る
と
仕
事
を
休

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
時
、
休
み
が
取
れ
な
い
保
護

者
の
方
に
代
わ
っ
て
、
病
児
・
病
後
児

を
「
御
船
み
る
く
病
児
保
育
室
」
で
一

日
お
預
か
り
し
ま
す
。
子
ど
も
さ
ん
の

病
状
の
変
化
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

小
児
科
医
・
医
療
保
育
専
門
士
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
児
童

　

生
後
３
ヵ
月
〜
小
学
校
６
年
生

○
預
け
る
こ
と
の
で
き
る
児
童

　

病
気
で
あ
る
が
当
面
の
症
状
の
急
変

が
認
め
ら
れ
な
い
児
童
、
病
気
の
回
復

期
で
あ
り
集
団
保
育
が
困
難
な
児
童

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
胃
腸
炎
な
ど
）

○
利
用
料

・
利
用
初
日　

   

１
人
あ
た
り
２
千
円

・
２
日
目
以
降
の
連
続
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　

１
人
あ
た
り
千
円

・
給
食
費
（
昼
食
・
お
や
つ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
円

○
開
所
時
間

・
月
〜
金
曜
日　

８
時
〜
18
時
半

・
土
曜
日　

　
　

８
時
〜
13
時

※
利
用
す
る
に
は
事
前
登
録
（
緊
急
時
、

当
日
登
録
可
）
が
必
要
で
す
。
保
育

室
・
人
員
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
支
援

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

御
船
み
る
く
病
児
保
育
室

☎
２
８
２－

２
６
６
８

こ
ど
も
緊
急
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

朝
か
ら
突
然
の
子
ど
も
さ
ん
の
病
気

に
よ
り
保
育
施
設
へ
預
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
、
ま
た
、
小
児
科
へ
の
受
診
が

で
き
な
い
、
さ
ら
に
は
保
育
施
設
で
保

育
中
に
体
調
不
良
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

お
子
様
を
迎
え
に
行
け
な
い
状
況
の
時
、

か
け
つ
け
（
※
１
）
と
、
あ
ず
か
り

（
※
２
）
の
２
つ
の
体
制
で
、
サ
ポ
ー

タ
ー
が
保
護
者
の
方
に
代
わ
っ
て
お
子

様
の
も
と
へ
か
け
つ
け
ま
す
。

（
※
１
）
急
に
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
お
子
様
を
迎
え
に
行
け
な
い
状
況
の

時
、
か
け
つ
け
サ
ポ
ー
タ
ー
が
保
護
者

の
方
に
代
わ
り
、
子
ど
も
さ
ん
の
も
と

へ
か
け
つ
け
病
院
代
行
受
診
を
行
い
ま

す
。

（
※
２
）
専
門
医
と
の
連
携
に
よ
り
、

病
児
の
預
か
り
を
す
る
シ
ス
テ
ム
を
中

心
に
活
動
し
ま
す
。

○
対
象
児
童

　
　

生
後
６
ヵ
月
〜
小
学
校
６
年
生

○
利
用
料　

１
時
間
あ
た
り
９
０
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ
時
間　

７
時
〜
17
時

※
利
用
す
る
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。
人
員
に
限
り
が
あ
る
た
め
支
援
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

こ
ど
も
緊
急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
１－

８
８
２
５

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
（
訪
問
型
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
）
と
は
、
６
歳
以
下
の
お
子

さ
ん
の
い
る
家
庭
に
、
研
修
を
受
け
た
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☎
２
３
７－

２
５
７
６

第
６
回
親
子
教
室
の
お
誘
い

○
日
時

　

９
月
17
日
（
木
）
９
時
半
〜
11
時
半

○
会
場　

鯰
公
民
館

○
内
容　

も
り
も
り
食
べ
て
元
気
に

な
ー
れ　

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
！
歌
お

う
！
絵
本
に
親
し
も
う　

ホ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
で
う
ど
ん
餃
子

○ 

講
師　

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら

ん
ス
タ
ッ
フ

○ 
参
加
費　

一
家
族
５
０
０
円
（
材
料

費
と
一
日
保
険
料
）

○
定
員　

先
着
６
家
族

○
申
込
締
切　

８
月
31
日
（
月
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん

　
　

☎
・Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
３
７－
１
３
４
７

※
参
加
者
の
住
所
・
氏
名
（
お
子
さ
ん

も
）・
電
話
番
号
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有

無
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

嘉
島
幼
稚
園
で
園
庭
開
放

○
日
時　

８
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　

９
時
半
か
ら
11
時
ま
で

○
場
所　

嘉
島
幼
稚
園

※
プ
ー
ル
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
水
着

と
水
分
補
給
の
た
め
の
水
筒
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
一
日
保

険
（
24
円
）
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
21
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
、
幼
稚

園
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の

予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

当
日
は
必
ず
保
護
者
同
伴
で
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
万
が
一
事
故
等
が
発
生

し
た
場
合
、
す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と

な
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
幼
稚
園

☎
２
３
７－

５
２
１
０

幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時　

９
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
か
ら
11
時
半
ま
で

○
場
所　

幼
光
保
育
園

　
　
　
　

本
園
舎
及
び
第
２
園
舎

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

十
分
注
意
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
別
の
園
見
学
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

幼
光
保
育
園

☎
２
３
７－

０
６
０
１

★
そ
の
他
、
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

特
定
不
妊
治
療
の
費
用
助
成

　

熊
本
県
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外

受
精
及
び
顕
微
授
精
）
の
費
用
を
助
成

し
ま
す
。

○
助
成
内
容　

子
ど
も
を
望
む
夫
婦
の

特
定
不
妊
治
療
費
に
つ
い
て
、
治
療
の

内
容
に
よ
り
一
回
の
助
成
額
の
上
限
15

万
円
ま
た
は
７
万
５
千
円
（
助
成
回
数

は
別
途
規
定
あ
り
）

○
所
得
制
限　

夫
婦
の
所
得
合
計
額
が

７
百
30
万
円
未
満
。
平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
は
、
治
療
開
始
時
の
妻
の
年
齢

が
43
歳
を
超
え
る
方
の
申
請
は
出
来
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類
や
提
出
期
限
等
、

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
熊
本
県
御
船

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
週
に
１
回
２
時
間
、

月
に
４
回
程
度
訪
問
し
、
話
を
し
た

り
、
育
児
や
家
事
を
一
緒
に
行
っ
た
り

す
る
家
庭
訪
問
型
の
子
育
て
支
援
事
業

で
す
。
利
用
料
は
無
料
で
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
情
報
は
一
切
漏
ら
し
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
お
電
話
を
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
か
し
ま

　

☎
０
８
０－

１
７
９
５－
５
８
２
６

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
ビ
ジ
タ
ー

養
成
講
座
受
講
者
募
集

　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事
業
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
す
る
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。
嘉
島
町
在
住
で
、
子

育
て
経
験
の
あ
る
方
な
ら
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
一
緒
に
子
育
て
を
支
援
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
程　

９
月
８
日
（
火
）・
15
日

（
火
）・
25
日
（
金
）・
29
日
（
火
）、

10
月
６
日
（
火
）・
13
日
（
火
）・
20
日

（
火
）・
27
日
（
火
）

○
場
所　

御
船
町
ふ
れ
あ
い
館

　
　
　
　
（
御
船
町
役
場
近
く
）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
か
し
ま

　

☎
０
８
０－

１
７
９
５－

５
８
２
６

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係
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保
健
所
ま
た
は
熊
本
県
子
ど
も
未
来
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
御
船
保
健
所
保
健
予
防
課

☎
２
８
２－

０
０
１
６

　
　

熊
本
県
子
ど
も
未
来
課

☎
３
３
３－

２
２
０
９

☆
不
妊
に
関
す
る
悩
み
等
の
相
談
は

　
　

熊
本
県
不
妊
専
門
相
談
電
話

☎
３
８
１－

４
３
４
０

　
　
　
　
（
月
〜
土
の
９
時
〜
20
時
）

「
仕
事
と
子
育
て
両
立
応
援

セ
ミ
ナ
ー
」
参
加
者
募
集
！

　

熊
本
県
は
、
再
就
職
を
希
望
す
る
子

育
て
中
の
マ
マ
を
対
象
に
「
仕
事
と
子

育
て
両
立
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

ま
す
。
内
容
は
①
再
就
職
体
験
発
表
②

仕
事
と
子
育
て
両
立
の
た
め
の
育
児
・

生
活
環
境
づ
く
り
③
再
就
職
に
向
け
て

の
課
題
の
整
理
と
就
職
活
動
の
準
備
等

に
つ
い
て
情
報
提
供
し
ま
す
。
参
加
費

は
無
料
で
、
予
約
制
の
託
児
（
１
歳
半

〜
就
学
前
ま
で
）
も
あ
り
ま
す
。

○
日
時　

▽
第
１
回　

９
月
11
日（
金
）

10
時
〜
15
時
▽
第
２
回　

10
月
19
日

（
月
）
10
時
〜
15
時

○
場
所　

パ
レ
ア
９
階　

会
議
室
３

○
定
員　

各
30
人
（
選
考
あ
り
）

○
申
し
込
み　

お
問
い
合
わ
せ
先
か
ら

参
加
申
込
書
を
お
取
り
寄
せ
の
う
え
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
熊
本
県
し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
参
加
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
く
ま
ジ
ョ
ブ
↑
検
索

○
申
込
み
締
切

▽
第
１
回　

９
月
４
日
（
金
）
※
託
児

は
８
月
28
日
（
金
）
▽
第
２
回　

10
月

９
日
（
金
）
※
託
児
は
10
月
５
日
（
月
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
１－

０
５
０
０

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

臨
時
福
祉
給
付
金

○
申
請
受
付　

９
月
１
日
〜

○
支
給
対
象
者　

基
準
日
（
平
成
27
年

１
月
１
日
）
に
嘉
島
町
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
平
成
27
年
度
町
民
税

が
非
課
税
の
方
。
た
だ
し
、
ご
自
身
を

扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税
さ
れ
て
い
る

場
合
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
支
給
額　

１
人
に
つ
き
６
千
円

　

対
象
者
等
に
は
８
月
下
旬
に
申
請
書

等
を
発
送
予
定
で
す
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

○
申
請
受
付　

８
月
３
日
〜

○
支
給
対
象
者　

平
成
27
年
６
月
分
の

児
童
手
当
（
特
例
給
付
除
く
）
受
給
者

○
支
給
額　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３

千
円

支
給
対
象
と
な
り
う
る
方
（
公
務
員
除

く
）
等
に
は
７
月
下
旬
に
通
知
と
申
請

書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

※
２
つ
の
給
付
金
に
関
し
、
対
象
と
思

わ
れ
る
方
に
は
随
時
通
知
し
ま
す
が
、

対
象
と
思
わ
れ
、
申
請
書
等
が
届
い
て

い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
!!

　

厚
生
労
働
省
や
市
町
村
な
ど
を
か
た
っ

た
不
審
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ
た
場
合

は
役
場
や
警
察
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

臨
時
福
祉
給
付
金

　
　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

　

子
育
て
世
帯
給
付
金

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

厚
生
労
働
省
専
用
（
平
日
９
時
〜
18
時
）

　
　

☎
０
５
７
０－

０
３
７－

１
９
２

相　

談　
あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問

題
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料
法
律

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２－

３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

８
月
26
日
（
水
）　

弁
護
士

　

９
月
16
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半
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（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口

　

家
賃
を
払
え
な
い
、
借
金
が
あ
り
家

計
の
や
り
く
り
が
大
変
な
ど
の
理
由
で

悩
み
を
お
持
ち
の
方
の
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
相
談
支
援
員
が
ご
相

談
を
お
受
け
し
、
相
談
者
ひ
と
り
一
人

に
合
わ
せ
た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
り
解
決

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
相
談
者

の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
の
で
、
独
り
で
悩
ま
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

性
暴
力
被
害

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

性
暴
力
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
等
を
支

援
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

女
性
相
談
員
が
電
話
や
メ
ー
ル
で
の

相
談
に
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療

機
関
等
へ
の
付
き
添
い
支
援
も
行
い
ま

す
。
相
談
・
支
援
は
無
料
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
「
ゆ
あ
さ
い
ど
く
ま
も
と
」

　
　
　

24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
３
８
６－

５
５
５
５

※ 

12
月
28
日
22
時
〜
１
月
４
日
10
時
除

く「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　

熊
本
地
方
法
務
局
と
熊
本
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
の
人
権
相
談
活
動
を
強
化
す

る
た
め
、
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

を
実
施
し
ま
す
。

○
実
施
期
間

　

９
月
７
日
（
月
）
〜
13
日
（
日
）

○
受
付
時
間

・
９
月
７
日
（
月
）
〜
11
日
（
金
）

　
　

８
時
30
分
〜
19
時

・
９
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

　
　

10
時
〜
17
時

○
実
施
方
法

・
電
話
相
談

　

☎
０
５
７
０－

０
０
３－

１
１
０

　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員

・
相
談
を
受
け
る
事
項

　

虐
待
、
差
別
、
偏
見
等
高
齢
者
・
障

害
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
、
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
３
６
４－

２
１
４
５

法
務
局
休
日
相
談
所

　

様
々
な
相
談
（
相
続
・
遺
言
、
不
動

産
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
人
権
に
関
す

る
事
項
等
）
に
法
務
局
職
員
、
公
証
人
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
及
び
人

権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

事
前
予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約
の
電
話

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
４
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

○
会
場　

熊
本
地
方
法
務
局　

四
階
会

議
室
（
熊
本
市
中
央
区
大
江
三
丁
目
１

番
53
号　

熊
本
第
二
合
同
庁
舎
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
３
６
４－

２
１
４
６

無
料
登
記
相
談
所
開
設
（
予
約
制
）

　

土
地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・
相

続
等
の
登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時

　

９
月
10
日
（
第
２
木
曜
日
）

　

10
時
〜
16
時
（
12
時
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
２
階
相
談
室

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４－

２
１
４
５

※
音
声
案
内
②
↓
①
↓
②
を
押
し
、
御

船
相
談
予
約
と
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

環
境プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

分
別
の
お
願
い

　

６
月
下
旬
に
、
嘉
島
町
、
益
城
町
、

西
原
村
で
排
出
さ
れ
た
プ
ラ
容
器
の
品

質
調
査
が
実
施
さ
れ
、
全
体
的
な
評
価

は
Ａ
評
価
で
し
た
が
、
中
に
は
湿
布
薬

の
袋
や
シ
ー
ル
、
ラ
イ
タ
ー
、
冷
凍
用

保
存
袋
（
製
品
）、
お
菓
子
の
乾
燥
剤

等
の
混
入
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
資
源
有
効
利

用
の
た
め
、
正
し
く
分
別
し
、
排
出
さ

れ
ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９
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犬
の
フ
ン
の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

道
路
、
公
園
な
ど
、
犬
の
フ
ン
で
迷

惑
を
受
け
て
い
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
飼
い
犬
の
フ
ン
の
始
末
は
、
飼

い
主
の
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。

　

飼
い
主
の
方
は
、
犬
の
散
歩
の
際
に

は
フ
ン
処
理
用
の
用
具
を
携
帯
し
、
必

ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
場
に
泥

を
か
け
放
置
せ
ず
、
指
定
ご
み
袋
に
入

れ
て
燃
え
る
ご
み
で
出
し
て
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

生
ご
み
処
理
機
・
容
器
購
入
補
助

　

一
般
廃
棄
物
が
年
々
増
大
す
る
中
で
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
類
を
堆

肥
化
し
、
廃
棄
物
の
減
量
化
を
推
進
す

る
た
め
、
嘉
島
町
は
生
ご
み
処
理
機
及

び
容
器
の
購
入
者
に
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

補
助
の
範
囲
は
、
一
設
置
者
あ
た
り

生
ご
み
処
理
機
は
１
台
ま
で
、
生
ご
み

処
理
容
器
は
２
台
ま
で
で
す
。

　

補
助
金
額
は
、
い
ず
れ
も
購
入
価
格

の
２
分
の
１
以
内
の
額
で
３
万
円
を
限

度
（
百
円
未
満
切
り
捨
て
）
と
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

飼
い
犬
避
妊
手
術
の
補
助

　

嘉
島
町
は
、
野
犬
の
繁
殖
増
加
を
防

止
し
、
社
会
生
活
の
安
全
確
保
と
公
衆

衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
、
飼
い
犬
避

妊
手
術
を
受
け
る
所
有
者
に
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
額
は
、
１
頭
（
登
録
し
て
い

る
犬
に
限
る
）
に
つ
き
手
術
料
の
２
分

の
１
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

地
籍
調
査

９
月
か
ら
地
籍
調
査
事
業
の

一
筆
地
調
査
を
開
始
し
ま
す

地
籍
調
査
と
は

　
「
地
籍
」
と
は
一
筆
ご
と
の
土
地
に

関
す
る
所
有
者
・
地
番
・
地
目
・
地

積
・
筆
界
等
の
記
録
の
こ
と
で
、
い
わ

ば
土
地
の
戸
籍
で
す
。

　
「
地
籍
調
査
」
は
、
土
地
の
情
報
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
一
つ

ひ
と
つ
の
土
地
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
境

界
等
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
測
量
し

ま
す
。
そ
の
結
果
、
正
確
な
土
地
の
位

置
や
面
積
等
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
正
確
な
図
面
（
地
籍
図
）
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

調
査
の
成
果
を
法
務
局
に
送
付
し
、
土

地
の
登
記
簿
が
正
確
な
も
の
に
改
め
ら

れ
ま
す
。

本
年
度
の
実
施
計
画

　

本
年
度
の
調
査
区
域
は
、
六
嘉
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
よ
り
北
側
の
下

六
嘉
の
農
用
地（
ほ
場
整
備
地
区
）68
㌶

と
三
郎
無
田
の
集
落
12
㌶
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

土
地
所
有
者
の
方
を
対
象
に
８
月
下

旬
に
下
六
嘉
・
三
郎
無
田
の
各
公
民
館

で
事
業
説
明
会
を
開
催
し
、
９
月
中
旬

か
ら
所
有
者
の
方
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

一
筆
地
調
査
（
境
界
立
会
）
を
始
め
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
一
筆
地
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
上
島
・
西
村
・
上
六
嘉
の
農

用
地
（
一
部
宅
地
あ
り
）
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
地
積
測
定
な
ど
を
行
い
、
来
年

１
月
に
土
地
所
有
者
の
方
（
ま
た
は
代

理
人
）
に
測
量
結
果
の
確
認
と
し
て
、

作
成
し
た
地
籍
簿
・
地
籍
図
の
閲
覧
を

役
場
や
地
元
公
民
館
等
で
予
定
し
て
い

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
農
政
課
地
籍
調
査
係

☎
２
３
７－
２
６
５
３

募
集
・
採
用
・
試
験

嘉
島
町
介
護
相
談
員
の
募
集

　

嘉
島
町
は
、
介
護
相
談
員
と
し
て
町

に
登
録
、
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

　

介
護
相
談
員
の
役
割
は
、
施
設
や
事

業
所
な
ど
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

て
い
る
場
を
訪
ね
、
利
用
者
の
話
を
聞

き
、
相
談
に
応
じ
た
り
、
利
用
者
の
生

活
を
観
察
し
た
り
す
る
一
方
、
事
業
所

に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
を
把
握
し
、

両
者
の
橋
渡
し
を
し
な
が
ら
問
題
を
改

善
す
る
な
ど
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
的
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

○
募
集
人
数　

４
人

○
業
務
内
容　

▽
町
内
の
施
設
・
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
な
ど
へ
の
訪
問
（
月
１
回
、

各
施
設
に
つ
き
２
時
間
程
度
）
※
当
面

は
町
内
所
在
の
４
介
護
保
険
施
設
の
み

訪
問
予
定　

▽
活
動
報
告
書
の
提
出

▽
介
護
相
談
員
連
絡
会
等
へ
の
出
席

▽
介
護
相
談
員
養
成
研
修
の
受
講
（
受

講
料
無
料
）
※
９
月
29
日
（
火
）、
10

月
６
日
（
火
）・
14
日
（
水
）、
12
月
８

日
（
火
）
の
全
研
修
に
参
加
が
必
要
で

す
。

○
応
募
資
格　

嘉
島
町
在
住
で
高
齢
者

介
護
に
理
解
と
熱
意
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
の
あ
る
方
。
た
だ
し
、
介
護
保
険

事
業
関
係
者
、
町
内
介
護
保
険
施
設
入
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所
者
の
関
係
者
は
不
可
。

○
報
酬　

１
件
の
施
設
訪
問
に
つ
き
２

千
円
（
交
通
費
・
諸
経
費
等
含
む
）

○
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
役
場
町
民
課
介
護

保
険
係
ま
で
ご
持
参
下
さ
い
。
郵
送
の

場
合
は
、
受
付
期
間
内
必
着
。

○
受
付
期
間　

８
月
17
日
（
月
）
〜
９

月
16
日
（
水
）
の
８
時
半
〜
17
時
15
分

※
土
・
日
及
び
12
時
〜
13
時
除
く

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
８
６
１－

３
１
９
２

上
益
城
郡
嘉
島
町
上
島
５
３
０
番
地

　

嘉
島
町
役
場
町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
の
採
用
試
験

○
試
験
の
種
類

① 

短
期
大
学
卒
業
程
度
（
学
校
図
書
館

事
務
）

② 

高
等
学
校
卒
業
程
度
（
一
般
事
務
、

警
察
事
務
、
教
育
事
務
、
一
般
土
木
、

農
業
土
木
、
林
業
）

③ 

免
許
資
格
職
（
臨
床
検
査
技
師
、
看

護
師
）

④
警
察
官
Ｂ

⑤ 

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る
職
員

採
用
選
考
試
験
（
一
般
事
務
、
警
察

事
務
、
教
育
事
務
）

○
申
込
受
付
締
切

　

８
月
28
日
（
金
）
※
当
日
消
印
有
効

○
第
１
次
試
験
日

　

 

①
〜
③=

９
月
27
日
（
日
）、
④=

　

 

10
月
18
日
（
日
）、
⑤=

10
月
25
日

（
日
）

　

受
験
資
格
等
や
受
験
申
込
書
の
配
布

場
所
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（「
熊
本
県
職
員
・
警
察
官
」
で

検
索
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
熊
本
県

人
事
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
３
３
３－

２
７
３
３

防
衛
大
学
・
防
衛
医
科
大
学
校

学
生
募
集
!!

●
防
衛
大
学
校
学
生

◆
推
薦

・ 

資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
〜
21
歳
未

満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等

に
顕
著
な
成
績
を
納
め
学
校
長
が
推

薦
で
き
る
者

・
受
付
期
間

　

９
月
５
日
〜
９
月
９
日

・
試
験
期
日　

９
月
26
・
27
日

・
合
格
発
表　

10
月
30
日

・
入
（
校
）
隊　

28
年
４
月
上
旬

◆
総
合
選
抜

・ 

資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
〜
21
歳
未

満
の
者

・
受
付
期
間

　

９
月
５
日
〜
９
月
９
日

・
試
験
期
日　

１
次
：
９
月
26
日

　

２
次
：
10
月
31
日
・
11
月
１
日

・
合
格
発
表　

１
次
：
10
月
16
日

　

２
次
：
11
月
27
日

・
入
（
校
）
隊　

28
年
４
月
上
旬

◆
一
般
（
前
期
）

・ 

資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
〜
21
歳
未

満
の
者

・
受
付
期
間

　

９
月
５
日
〜
９
月
30
日

・
試
験
期
日

　

１
次
：
11
月
７
・
８
日

　

２
次
：
12
月
８
日
〜
12
日

・
合
格
発
表　

１
次
：
11
月
27
日

　

最
終
：
28
年
１
月
19
日

・
入
（
校
）
隊　

28
年
４
月
上
旬

●
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

・ 

資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
〜
21
歳
未

満
の
者

・
受
付
期
間

　

９
月
５
日
〜
９
月
30
日

・
試
験
期
日

　

１
次
：
10
月
31
日
・
11
月
１
日

　

２
次
：
12
月
16
日
〜
18
日

・
合
格
発
表　

１
次
：
12
月
２
日

　

最
終
：
28
年
２
月
17
日

・
入
（
校
）
隊　

28
年
４
月
上
旬

●
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

・ 

資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
〜
21
歳
未

満
の
者

・
受
付
期
間

　

９
月
５
日
〜
９
月
30
日

・
試
験
期
日　

１
次
：
10
月
17
日

　

２
次
：
11
月
28
日
〜
11
月
29
日

・
合
格
発
表　

１
次
：
11
月
13
日

　

最
終
：
28
年
２
月
５
日

・
入
（
校
）
隊　

28
年
４
月
上
旬

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

自
衛
隊
宇
城
募
集
案
内
所

　
　

☎
０
９
６
４－

２
３－

２
０
４
７

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

○
試
験
の
種
類

　

甲
種
、
乙
種
第
１
〜
６
類
、
丙
種

○
試
験
日　

11
月
１
日
（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

【
書
面
申
請
】

　

９
月
７
日
（
月
）
〜
９
月
17
日
（
木
）

【
電
子
申
請
】

　

９
月
４
日
（
金
）
〜
９
月
14
日
（
月
）

○
試
験
地　

熊
本
市
他

　

受
験
願
書
等
は
、
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
、

熊
本
県
下
消
防
本
部
及
び
熊
本
県
総
務

部
市
町
村
・
税
務
局
消
防
保
安
課
に
８

月
17
日
（
月
）
以
降
に
配
置
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
支
部

☎
３
６
４－

５
０
０
５
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く
ま
も
と
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー

受
講
生
募
集
！

　

農
業
者
の
学
び
を
支
援
す
る
た
め
、

講
座
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
内
容

の
詳
細
や
お
申
し
込
み
は
、
県
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
く
ま
も
と
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」

で
検
索
、
ま
た
は
、
熊
本
県
立
農
業
大

学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
前
期
講
座　

７
月
〜
９
月

○
後
期
講
座　

10
月
〜
３
月

　

受
講
料
無
料
、
但
し
別
途
テ
キ
ス
ト

代
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

☎
２
４
８－

６
６
０
０

雇
用
・
労
働

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
マ
タ
ハ
ラ

　
「
妊
娠
し
た
か
ら
解
雇
」「
育
休
取
得

者
は
と
り
あ
え
ず
降
格
」
は
違
法
で
す

　

妊
娠
・
出
産
・
育
休
等
を
理
由
と
す

る
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
の
不
利
益
な

扱
い
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
及
び

育
児
・
介
護
休
業
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
・
育
休
等
の
事
由
の
終

了
か
ら
１
年
以
内
に
不
利
益
取
り
扱
い

を
行
っ
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
因
果

関
係
が
あ
る
（
＝
「
理
由
と
し
て
い

る
」）
と
解
さ
れ
、
法
違
反
と
な
り
ま

す
。

　

妊
娠
・
出
産
し
た
労
働
者
等
へ
の
措

置
（
契
約
内
容
の
変
更
、
配
置
転
換
、

減
給
、
賞
与
算
定
、
人
事
考
課
等
）
が

法
違
反
と
な
る
取
り
扱
い
で
な
い
か
確

認
し
て
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
３
５
２－

３
８
６
５

お
母
さ
ん
の
た
め
の
再
就
職

実
践
コ
ー
ス
受
講
者
募
集
！

　

熊
本
県
は
、
出
産
・
子
育
て
等
に
よ

る
就
業
ブ
ラ
ン
ク
の
不
安
を
解
消
し
、

働
き
た
い
お
母
さ
ん
の
再
就
職
を
応
援

す
る
た
め
、
再
就
職
に
役
立
つ
パ
ソ
コ

ン
講
習
や
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
等
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。（
無
料
・
託

児
付
）

　

受
講
要
件
や
申
込
書
様
式
な
ど
は
、

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
期
限　

８
月
24
日
（
月
）
必
着

○
受
講
料　

無
料（
教
材
費
自
己
負
担
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

 

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
（
愛
称
「
く
ま
ジ
ョ
ブ
」）

☎
３
５
１－

０
５
０
０

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
は

お
仕
事
探
し
を
手
伝
い
ま
す
！

　

熊
本
県
は
、
上
益
城
地
域
振
興
局
内

（
１
階
福
祉
課
前
）
に
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ・

上
益
城
ブ
ラ
ン
チ
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
就
職
に
関
す
る
相
談
な
ど
に
つ
い

て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
方

・ 

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
方
（
大
学

生
、
短
大
生
、
専
門
学
校
生
、
高
校

生
な
ど
の
学
生
を
含
む
）

・
保
護
者
の
方

・
学
校
の
進
路
指
導
担
当
の
先
生
方

・
女
性
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
方
等

○
お
手
伝
い
の
内
容

・
就
職
に
関
す
る
相
談

・
職
業
適
性
診
断

・ 

求
人
に
関
す
る
情
報
提
供
・
求
人
の

開
拓

・
出
前
相
談

○
利
用
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
10
時
〜
17
時

※
土
日
祭
日
、
年
末
年
始
は
休
み
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

☎
２
８
２－

１
０
１
３

建
退
共
制
度　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

○
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

○
掛
金　

日
額
３
１
０
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

建
退
共
熊
本
県
支
部

☎
３
６
６－

５
１
１
１

特
定
テ
ー
マ
に
関
す
る
労
働
相
談

　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
特
定
テ
ー
マ
に
関
す
る
労
働
相
談

を
行
い
ま
す
。

○
８
月
26
日　
「
労
働
時
間
、
休
日
・

　
　
　

休
暇
、
賃
金
に
つ
い
て
」

　

相
談
は
13
時
か
ら
16
時
ま
で
。
専
門

の
相
談
員
（
社
会
保
険
労
務
士
）
が
応

対
。
そ
の
他
労
働
相
談
も
受
付
可
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
３
５
２－

３
６
１
３

広報かしま2015.8

22



障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
生
募
集
（
受
講
料
無
料
）

◆
精
神
・
発
達
障
が
い
者
就
業
支
援
科

○
受
講
対
象
障
が
い

　

精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い

○
定
員　

５
名

○
内
容　

職
場
実
習
含
む
就
業
準
備
訓

練
及
び
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
（
３
級
）

の
資
格
取
得

○
募
集
期
間

　

９
月
14
日
（
月
）
〜
10
月
30
日
（
金
）

○
訓
練
期
間

　

12
月
１
日
（
火
）
〜
２
月
29
日
（
月
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代
７
２
０
０
円

（
税
抜
き
）
程
度

○
訓
練
場
所

　

合
同
会
社H

um
an T

o H
um

an

（
熊
本
市
東
区
健
軍
３
‐
50
‐
19
菊
乃

井
ビ
ル
２
階
）

◆
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
科

　

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し

た
訓
練
（
在
職
者
訓
練
）
で
す
。

○
受
講
対
象
障
が
い

　

身
体
障
が
い
の
う
ち
上
下
肢
、
内
部

障
が
い
、
精
神
障
が
い

○
定
員　

５
名

○
内
容　

ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
自
宅
で
訓
練
）

に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
応
用
、

実
践
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
を
学
び

ま
す
。

○
募
集
期
限　

10
月
30
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
終
了

○
訓
練
期
間　

12
月
〜
２
月
（
週
２
日
、

２
時
間
程
度
、
夕
方
実
施
を
予
定
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代
２
０
０
０
円

（
税
抜
き
）
程
度

○
委
託
先　

㈲
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
（
人

吉
市
薩
摩
瀬
町
１
４
７
２－

１
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－

０
１
２
１

講
座
・
イ
ベ
ン
ト

上
益
城
地
域
振
興
局
の
出
前
講
座

　

上
益
城
地
域
振
興
局
の
職
員
が
み
な

さ
ん
の
も
と
に
出
向
い
て
県
政
の
取
組

み
を
お
話
し
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
講
座
内
容

　
「
ぼ
ー
の
！
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
上

益
城
」「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
っ

て
？
」
な
ど
、
全
32
講
座

※
講
座
一
覧
は
、
上
益
城
地
域
振
興
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

：//w
w
w
.pref.

kum
am

oto.jp/kenou/kiji_11934.htm
l

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
方
法

　

上
益
城
郡
内
の
自
治
会
、
企
業
、
地

域
住
民
の
方
等
で
、
原
則
と
し
て
10
人

以
上
で
の
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。
申

込
方
法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

上
益
城
地
域
振
興
局

　
　
　

総
務
振
興
課　

総
務
調
整
班

☎
２
８
２－

３
０
７
５

第
13
回
宇
城
・
上
益
城
地
域
統
一
畜

産
共
進
会
・
畜
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

○
期
日　

９
月
19
日
（
土
）
10
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雨
天
決
行
）

○
場
所　

下
益
城
郡
美
里
町
畝
野　

緑

川
ダ
ム　

補
助
ダ
ム
（
雨
天
の
場
合
は

美
里
町
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

○
イ
ベ
ン
ト
内
容

▽
和
牛
コ
ン
テ
ス
ト
（
家
畜
共
進
会
）

▽
大
声
コ
ン
テ
ス
ト　

▽
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム　

▽
農
産
物
オ
ー
ク
シ
ョ
ン　

▽
地

域
特
産
物
抽
選
会　

▽
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
（
10
時
半
受
付
、
11
時
開
始
）

※
事
前
に
役
場
農
政
課
で
チ
ケ
ッ
ト

（
千
五
百
円
）
購
入
が
必
要
（
先
着
順
、

販
売
期
間
９
月
12
日
ま
で
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
農
政
課
農
政
係

☎
２
３
７－

２
６
２
９

「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」

開
局
30
周
年
記
念
講
演
会

　

厚
生
労
働
省
の
自
殺
対
策
補
助
事
業

「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」
の
開
局
30
周

年
を
記
念
し
て
絵
本
作
家 

葉
祥
明
氏

を
招
い
て
公
開
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

10
月
12
日
（
月
）

　

受
付
13
時
半　

開
演
14
時
半

○
会
場　

く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ

　

５
階
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

○
入
場
料　

無
料

○
応
募
方
法　

熊
本
い
の
ち
の
電
話
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

：//w
w
w
.kind-

line.org

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
応
募
締
切　

９
月
20
日
（
日
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
会
福
祉
法
人
熊
本
い
の
ち
の
電
話

☎
３
５
４－

４
３
４
３

広報かしま 2015.8

23



年
金
情
報
犯
罪

年
金
情
報
流
出
を
口
実
に
し
た

犯
罪
に
ご
注
意
下
さ
い

　

日
本
年
金
機
構
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス

事
案
で
は
、
皆
さ
ま
の
年
金
情
報
が
流

出
し
、
ご
迷
惑
ご
心
配
を
お
掛
け
し
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
は
皆
さ
ま
の

年
金
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
皆
さ
ま
に
お
気
を
付
け
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
を
名
乗
り
口
座
番
号

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
者
や
「
流
出
し

た
個
人
情
報
を
削
除
し
て
あ
げ
る
」
と

持
ち
掛
け
て
く
る
者
が
現
れ
て
い
ま
す
。

・
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
こ
の
件
で
お

客
さ
ま
に
電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
流
出
が
確

認
さ
れ
た
方
へ
の
新
し
い
基
礎
年
金
番

号
は
、
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
日
本
年
金
機
構
が
、
こ
の
件
で
お
客

さ
ま
に
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

要
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

・
日
本
年
金
機
構
が
、
こ
の
件
で
お
客

さ
ま
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
自
分
の
情
報
が
流
出
し
て
い
る
か

な
ど
、
ご
心
配
の
方
は
ご
相
談
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
年
金
機
構　

専
用
電
話
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
（
通
話
料
無
料
）

　
　

☎
０
１
２
０－

８
１
８
２
１
１

　
　
　
　

受
付
時
間
８
時
半
〜
21
時

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

２
５
０
３

交
通
規
制

江
津
湖
花
火
大
会
に
伴
う
交
通
規
制

　

８
月
29
日
（
土
）
開
催
の
江
津
湖
花

火
大
会
２
０
１
５
に
伴
い
、
嘉
島
町
総

合
運
動
公
園
周
辺
の
町
道
及
び
農
道
が

車
両
進
入
禁
止
と
な
り
ま
す
。

○
交
通
規
制
時
間　

17
時
〜
22
時
半

○
規
制
エ
リ
ア　

六
嘉
カ
ン
ト
リ
ー
北

側
信
号
交
差
点
以
北
の
町
道
上
六
嘉
大

六
橋
線
及
び
同
路
線
周
辺
の
町
道
・
農

道
の
一
部

※
荒
天
時
は
30
日
（
日
）
に
順
延

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
３
３
４－
１
５
０
０

※
江
津
湖
花
火
大
会
に
伴
い
嘉
島
町
総

合
運
動
公
園
は
８
月
29
日
終
日
閉
園
と

な
り
ま
す
の
で
、
同
園
で
の
花
火
観
覧

は
出
来
ま
せ
ん
。

　

30
日
に
順
延
の
場
合
は
、
17
時
か
ら

閉
園
と
な
り
ま
す
。

■
母
さ
ん
助
け
て
（
振
り
込
め
）
詐
欺

　

息
子
や
孫
、
警
察
官
な
ど
を
か
た
っ

て
「
今
す
ぐ
お
金
を
振
り
込
め
」
な
ど

と
言
う
電
話
を
使
っ
た
詐
欺
の
代
表
格

で
す
。「
変
だ
な
」
と
思
っ
て
も
「
電

話
番
号
が
変
わ
っ
た
」「
す
ぐ
に
振
り

込
ん
で
」
な
ど
と
高
齢
者
を
だ
ま
し
ま

す
。
一
人
だ
け
で
は
な
く
、
警
察
官
や

弁
護
士
な
ど
に
な
り
す
ま
し
た
複
数
の

犯
人
が
次
々
と
電
話
口
に
出
る
「
劇
場

型
」
の
振
り
込
め
詐
欺
も
あ
り
ま
す
。

■
「
カ
ー
ド
預
か
り
ま
す
」
詐
欺

　
「
カ
ー
ド
預
か
り
ま
す
」
な
ど
と

言
っ
て
預
貯
金
を
引
き
出
す
詐
欺
で
す
。

電
話
で
警
察
官
を
名
乗
り
、「
振
り
込

め
詐
欺
の
犯
人
を
逮
捕
し
た
が
、
あ
な

た
の
口
座
が
悪
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
預
金
が
下
ろ
せ
な
く
な
る
の

で
、
カ
ー
ド
を
作
り
か
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
」
な
ど
と
だ
ま
し
て
暗
証
番

号
を
聞
き
出
し
、
銀
行
協
会
職
員
や
銀

行
員
な
ど
に
な
り
す
ま
し
た
共
犯
者
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
、
あ

な
た
の
預
貯
金
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。

■
架
空
請
求
詐
欺

　

身
に
覚
え
が
な
い
の
に
架
空
の
請
求

書
を
送
り
付
け
て
、
突
然
、
電
話
・
手

紙
・
メ
ー
ル
な
ど
で
「
未
払
い
金
が
あ

る
」「
す
ぐ
に
払
え
」
と
お
金
を
だ
ま

し
取
ろ
う
と
す
る
詐
欺
で
す
。

　

若
年
層
が
ね
ら
わ
れ
や
す
い
詐
欺
で

す
が
、
最
近
は
、
高
齢
者
を
ね
ら
い
、

「
息
子
や
孫
に
未
払
い
金
が
あ
る
」
な

ど
と
脅
す
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を
さ
れ
た
場

合
は
、
警
察
や
消
費
生
活
相
談
室
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

※
電
話
詐
欺
を
撃
退
す
る
３
つ
の
テ
ク

ニ
ッ
ク

◎
受
話
器
を
取
ら
な
い
！

　

〜 

普
段
か
ら
留
守
番
電
話
に
設
定
し

て
お
き
、
相
手
を
確
認
し
て
か
ら

電
話
に
出
ま
し
ょ
う
。

◎
相
手
の
話
を
聞
か
な
い
！

　

〜 

詐
欺
犯
人
は
だ
ま
し
の
プ
ロ
で
す
。

相
手
の
話
を
聞
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◎
は
っ
き
り
断
る
！

　

〜 

あ
や
し
い
儲
け
話
や
身
に
覚
え
が

な
い
商
品
な
ど
は
、
は
っ
き
り
断

り
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

（
18
㌻
参
照
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

見
守
り
新
鮮

情
報
8
月
号

《
高
齢
者
を
ね
ら
う
電
話
詐
欺
》
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８ 月 の 納 税 等 ９ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税…………………②　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }④　期介護保険料
保育所利用料……………８月分
下水道使用料……………７月分
納期限日（口座振替日）
　　平成27年８月31日（月）

固定資産税………………③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑤　期介護保険料
保育所利用料……………９月分
下水道使用料……………８月分
納期限日（口座振替日）
　　平成27年９月30日（水）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

８月２６日
９月 ９ 日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

ふるさと寄附金のご案内
～“嘉島町”を応援してください～

ふるさと寄附金（ふるさと納税）とは？
自治体に対し、ふるさと寄附を行うと、寄附金のうち 2,000 円を超える部分の全額（収
入や家族構成等に応じ一定の上限あり）が、個人住民税等から軽減される仕組みです。

☆実質的な負担は 2,000 円です。

☆確定申告は不要です。

☆どなたでも行うことができます。

☆感謝の品（記念品）を用意しています。

　個人住民税所得割のおおむね２割を上限の目安として、2,000 円を除く
寄附額全額が個人住民税等から控除されます。

　確定申告を行う必要がない給与所得者等は、一定の手続きをすれば（ワ
ンストップ特例制度）、確定申告なしで控除が受けられます。
　ただし、確定申告等、申告を行う必要がある方が控除を受けるためには、
申告が必要です。

　町外にお住まいの嘉島町を故郷とされている方や嘉島町にゆかりのない
方も寄附ができます。ご親戚やご友人などで、嘉島町を応援していただけ
る方がいらっしゃればお声掛けをお願いします。
　嘉島町にお住まいの方も寄附をしていただくことができます。

　１万円以上の寄附をいただいた方には、次の中から感謝の品（記念品 )を
贈呈します。
【ビールまたは発泡酒、ミネラルウォーター、大豆焼酎、大麦グラノラ、米、
野菜等、小代焼】

※詳細については嘉島町ホームページをご覧ください。ふるさと寄附金　嘉島町　検索
　http:www.town.kashima.kumamoto.jp/one_html3/pub/Default.aspx?c_id=17

【お問い合せ先】嘉島町企画情報課　☎ 237-2641
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被害に遭った場合に
備えて…

　キャッシュカードやクレジット
カードは、カード会社の緊急連絡先
を控えておき、被害に遭った場合は
すぐにサービスをストップできるよ
うにしておきましょう。
　携帯電話も不正使用できないよう
に、パスワードでロックをかけてお
くようにしましょう。スマートフォ
ンではGPS 機能により、自分のス
マートフォンが今どこにあるかがわ
かるサービスもありますので、確認
しておきましょう。

☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

◎ 

交
通
事
故
〜
６
月
は
60
件
。
け

が
が
有
る
事
故
は
減
り
ま
し
た

が
、
け
が
が
無
い
事
故
は
増
え
ま

し
た
。

◎ 

刑
法
犯
〜
今
月
も
万
引
き
発
生
が

目
立
ち
ま
す
。

※ 

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
駐
車
す
る
際
、
自
転
車
や
車

の
ド
ア
の
ロ
ッ
ク
は
確
実
に
実
施

し
ま
し
ょ
う
！

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 27 年６月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H27.6 5 55 0 0 6 0 0 0

H27 累計 33 356 3 0 19 2 0 4

前年比 -19 +22 +2 -1 +6 -4 -1 ± 0

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H27.6 19 154 1 0 6 1 0 3

H27 累計 121 1021 6 1 22 11 2 11

前年比 -4 +31 -2 ± 0 +4 -13 -1 -1

〔発行者〕御船警察署・御船地区防犯協会連合会（☎２８２－１１１０　内線 261 ～ 264）

～みんなでつくろう
　　安全・安心の街～

　御船署管内で、
置引きが発生して
います。
　ちょっとした油
断がまねく置引き
被害。
　大切な荷物や個
人情報が盗まれて
しまい、取り返しがつかなくなることも
あります。
　常日頃から被害に遭わないために、意
識して金品を守るように心がけましょう。
　飲食店、映画館、ショッピングセン
ター等で荷物を置いたままその場を離れ
ないことが鉄則です！
　待合室のベンチやお店のトイレの手洗
い場等も要注意です！

　

御
船
警
察
署
協
議
会

１
、
警
察
署
協
議
会
の
概
要

　

警
察
署
協
議
会
は
、
警
察
法
を
根
拠
と

し
て
平
成
13
年
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

警
察
署
協
議
会
と
は
、
警
察
署
長
が
警
察

の
業
務
運
営
に
住
民
等
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
警
察
署
長
の
諮
問
に
応
じ
、

意
見
を
述
べ
る
た
め
の
機
関
で
、
警
察
署

ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
、
御
船
警
察
署
協
議
会
委
員

　
　

金
澤　

順
子
（
益
城
町
）

　
　

甲
斐　

昌
和
（
嘉
島
町
）

　
　

本
田　

和
登
（
甲
佐
町
）

　
　

緒
方　

祐
子
（
甲
佐
町
）

　
　

中
村　

晴
治
（
御
船
町
）

　
　

吉
田　

忠
敬
（
御
船
町
）

３
、
第
１
回
御
船
警
察
署
協
議
会
の
開
催

　

御
船
警
察
署
協
議
会
は
６
人
で
構
成
さ

れ
、
６
月
19
日
に
第
１
回
目
の
警
察
署
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の
方
々

に
あ
っ
て
は
地
域
に
お
け
る
安
全
・
安
心

の
た
め
、
町
民
の
皆
様
の
意
見
・
要
望
を

幅
広
く
把
握
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
警

察
署
に
対
し
積
極
的
に
意
見
・
提
言
を
述

べ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
も
警
察
署
協
議
会
へ
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
御
船
警
察
署
総
務
課

　
　
　
　

 

（
☎
２
８
２－

１
１
１
０
）

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その281〕

「
女
性
の
人
権
」

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て
い
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
ら
は
「
人
権
」

と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
、

「
あ
る
日
の
出
来
事
」
を
通
し
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
男
女
の
役
割
を
決
め
つ
け
て
い

ま
せ
ん
か
？

﹇
あ
る
日
の
出
来
事
﹈

「
お
母
さ
ん
の
お
仕
事
」

　

先
週
お
隣
り
に
引
っ
越
し
て
き

た
拓
也
く
ん
は
パ
パ
と
マ
マ
と
３

人
暮
ら
し
。
ぼ
く
と
は
も
う
す
っ

か
り
仲
良
し
な
ん
だ
。「
拓
也
く
ん

の
お
う
ち
、
お
仕
事
は
な
ぁ
に
？
」

と
マ
マ
。「
消
防
士
だ
よ
。
す
っ
ご

く
か
っ
こ
い
い
か
ら
、
拓
也
く
ん

も
大
き
く
な
っ
た
ら
消
防
士
に
な

る
ん
だ
っ
て
」「
へ
ぇ
、
す
て
き

ね
ぇ
」

　

次
の
日
、
ぼ
く
の
マ
マ
と
拓
也

く
ん
の
マ
マ
が
立
ち
話
を
し
て
い

る
。「
ご
主
人
は
消
防
の
お
仕
事

を
？
」「
い
い
え
、
私
な
ん
で
す

よ
。」
マ
マ
の
目
は
ま
ん
ま
る
！　

そ
う
か
、
マ
マ
は
拓
也
く
ん
の
パ

パ
が
消
防
士
だ
と
思
っ
て
た
ん

だ
！　

拓
也
く
ん
は
い
つ
も
か
っ

こ
い
い
お
母
さ
ん
の
自
慢
を
し
て

い
る
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
は
マ
マ
に

聞
か
れ
て
「
消
防
士
」
っ
て
答
え

た
ん
だ
。

　
「
男
性
の
職
場
だ
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
け
ど
、
女
性
の
消
防
士
も
い

る
ん
で
す
よ
。
夫
は
料
理
が
得
意

だ
か
ら
、
夜
勤
の
日
も
心
配
し
な

く
て
い
い
し
」。
ビ
ッ
ク
リ
顔
だ
っ

た
マ
マ
も
だ
ん
だ
ん
ニ
ッ
コ
リ
顔
。

「
ぜ
ひ
今
度
ご
ち
そ
う
に
な
り
た
い

わ
」
な
ん
て
調
子
が
い
い
よ
ね
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

言
葉
の
中
に
、「
男
性
は
こ
う
あ
る

べ
き
だ
、
女
性
は
こ
う
あ
る
べ
き

だ
」
な
ど
の
性
別
に
よ
る
役
割
分

担
意
識
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
う
し
た
こ
と
が
職
場
や
家
庭

に
お
い
て
様
々
な
男
女
差
別
を
生

む
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
男
性
・
女
性
で
あ
る

前
に
一
人
の
人
間
で
あ
り
、
男

女
が
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
や
生
き
方
を
尊
重

し
、
互
い
に
力
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
、
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

政府の同和対策
○同和対策審議会答申
　同和問題への取り組みは、戦後、次第に本格的
に行われるようになり、1951（昭和 26）年には
同和問題に取り組む地方公共団体を中心に「全日
本同和対策協議会」（2003（平成 15）年「全国
人権同和行政促進協議会」に改称）が結成されま
した。また、1953（昭和 28）年に厚生省（当
時）が隣保館設置についての予算を計上したのが
戦後の国による同和行政の始まりです。しかし、
当初の事業は共同浴場の設置など環境改善が中心
の部分的対策だったため、総合的な対策を望む声
が高まりました。そこで、1958（昭和 33）年、
内閣に「同和問題閣僚懇談会」が置かれ、関係各
省庁の行政施策の中に同和対策を取り入れるこ
とになりました。さらに、1961（昭和 36）年、
総理府（当時）に「同和対策審議会」が置かれ、
1965（昭和 40）年、同審議会は政府に答申を提
出しました。これが「同和対策審議会答申」で、
その後の同和対策の基礎になりました。
　答申は、その前文で、「同和問題は人類普遍の
原理である人間の自由と平等に関する問題であ
り、日本国憲法によって保障された基本的人権に
かかわる課題である」「その早急な解決こそ国の
責務であり、同時に国民的課題である」と述べて
います。そして、対策の具体的な取り組みとして、
生活環境の改善、社会福祉の充実、産業・職業の
安定、教育文化の充実、基本的人権の擁護などを
内容とする総合的対策がとられるべきであると提
言しました。
　この答申を受け、1969（昭和 44）年に「同和
対策事業特別措置法」（同対法）が施行され、本
格的に同和行政が推進されることになりました。

○同和対策事業特別措置法施行後
　同対法による事業は 13年にわたって行われま
したが、なお継続の必要性があると認められたた
め、1982（昭和 57）年に「地域改善対策特別措
置法」が、1987（昭和 62）年に「地域改善対策
特定事業に係る国の財政上の特別措置に関する法
律」（地対財特法）が施行されました。このよう
な状況の中で、総理府（当時）に置かれた地域改
善対策協議会（地対協）は、1996（平成８）年
５月に、「同和問題の早期解決に向けた今後の方
策の基本的な在り方について」（意見具申）を政
府に提出しました。
　21世紀を「人権の世紀」であると位置づけた
この意見具申では、これまでの特別対策により生
活環境（道路、住宅など）の改善など、物的面
では大きく改善されたが、「今後の主要な課題は、
依然として存在している差別意識の解消、人権侵
害による被害の救済等の対応、教育、就労、産業
等の面でなお存在している較差の是正、差別意識
を生む新たな要因を克服するための施策の適正化
である」とし、さらに、「今後、差別意識の解消
を図るに当たっては、これまでの同和教育や啓発
活動の中で積み上げられてきた成果とこれまでの
手法への評価を踏まえ、すべての人の基本的人権
を尊重していくための人権教育、人権啓発として
発展的に再構築すべき」と提言しました。
　これを受けて、地対財特法は一部の経過措置を
必要とする事業のみを対象として 1997（平成９）
年４月から５年間延長されましたが、その他の事
業は一般対策により対応することになり、施策の
重点は、差別意識の解消に向けた取り組みに移り
ました。

（公財）人権教育啓発推進センター資料より

同和問題を知っていますか
同和問題とは　国民的課題として

（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

啓
発
資
料
よ
り
）
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って

食育推進シリーズ

ふわふわチキンナゲット
〈材料〉 （2人分）
鶏ひき肉 120g
絹豆腐 40g
青ねぎ 1 本
たまねぎ（小） 1/4 個
にんじん 1/6 本
卵 1/3 個
にんにく 1/2 かけ
しょうゆ 小さじ 1/2
マヨネーズ 大さじ 1/2
鶏がらスープの素 １／４
酒 大さじ 1/2
サラダ油 適宜

①　 たまねぎはみじん切り、にんじんはす
りおろし、にんにくもすりおろし、ね
ぎは小口切りにする。豆腐は水切りし
ておく。

②　 ボウルにすべての材料を入れてよく混
ぜる。

③　 フライパンに少し多めの油をひいて火
にかける。そこにスプーンで②のタネ
をすくってやさしく入れる（かなりや
わやわなので成型する必要はありませ
ん。）触らずにしっかり片面焼けるまで
放置しておく（触るとくずれます）。し
っかり焼けたらひっくり返してまた放
置して、しっかり焼けたら完成。

　（エネルギー 192kcal、食塩相当量 0.6g）

オクラのとろろ汁
〈材料〉 （2人分）
オクラ ３本
長いも 100g
だし汁 200ml
薄口しょうゆ 小さじ 1/2
塩 少々

①　 オクラは洗ってまな板に並べ、塩少々
（分量外）をふって板ずりする。さっと
ゆでて水に取り、ヘタを除く。

②　 ①の２本は飾り用に小口切りにし、残り
は３～４等分に切る。

③　 ナガイモは皮をむき、３～４cm角に切
る。

④　 飾り用を除いたオクラ、③、だし汁をミ
キサーにかけ、薄口しょうゆ、塩で調味
して冷蔵庫で十分に冷やす。

⑤　 ④を器に盛り、飾り用のオクラをのせる。
（エネルギー 43kcal、食塩相当量 0.8g）

☝今夜のおかずにもう一品♪

嘉島町食生活改善推進員協議会
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Summer Vacation!
　Do you have any plans for summer vacation? 
I am very excited for the break - even though 
it’s getting very hot. 
　I have some exciting plans for the summer. 
My best friend from America is going to visit 
me! Her name is Hannah, and she will be here 
for about a month. She has never been to Japan 
before, and she is very excited. First we will 
meet in Osaka, then we will probably go to 
Kyoto. I have never been to Osaka before, but 
it seems like a really cool place! I’m looking 
forward to traveling, but mostly I just want 

to show Hannah around Kumamoto. I’m sure by the 
time she returns to America she will have lots of 
Kumamon apparel.
　As I mentioned before, in America summer vacation 
is three months long, lasting from June to August, but 
there is really only one special holiday during that 
time. That holiday is the Fourth of July, when we 
celebrate America’s independence. In the past, America 
was a colony of Great Britain, but Americans wanted 
to become their own nation with their own set of laws. 
So after a war called the American Revolution, we 
won our freedom and became the United States.
　Nowadays, to celebrate the Fourth of July, we 
usually have a barbeque and light fireworks. Happily 

I got to spend the Fourth of July with other ALTs. There were no fireworks, but we 
had a nice barbeque. There were lots of people wearing America’s colors: red, white, 
and blue. It was fun to celebrate the holiday even though we’re not in America.

夏休み！
　皆さんは、夏休み何をする予定ですか？暑く
なってきましたが、私は夏休みが楽しみです。
　私は、ワクワクしながら夏休みの計画を立てて
います！アメリカ人の友達が日本に来る予定なの
です！ハーナという名前の友達で、１ヶ月間日本
に滞在予定です。初めて訪れる日本を楽しみして
いるようです。まず、大阪で再会して京都へ行く
予定です。私は、大阪へ行ったことはありません
が、カッコイイ都市だと聞いています。旅行は少
しだけと思っていますが、本当にやりたいことは
ハーナに熊本を案内することです。ハーナはアメ
リカへ帰る時には、たくさんのくまモングッズを
持っていることでしょう。
　先月号で紹介しましたが、アメリカの夏休みは

６月から８月までの３ヶ月間です。この期間に特
別な祝日が１つだけあります。それは、７月４日
の独立記念日です。昔、アメリカはイギリスの植
民地でした。アメリカ人は、独自の法律を作って
自由な国になりたかったのです。そうしてアメリ
カ独立戦争の後で自由をもらいました。
　最近、独立記念日には自由を祝うためにバーベ
キューをしたり、花火を見たりします。今年の独
立記念日には、ALT の友達と遊びました。花火
はありませんでしたが、バーベキューをしました。
楽しかったです。アメリカの国旗である赤、青、
白色の服を着ている人が多かったです。アメリカ
にいないけれど、日本で迎えた独立記念日も楽し
かったです。　（※夏休み前に作成しました。）

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

嘉島幼稚園で園児たちと
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「智永・真草千字文」

清﨑　富子さん
（上仲間）

喰
田　

一
子
さ
ん
（
鯰
）

鉄田　廣子さん
（上島）

ふ
う
せ
ん
が
梅
雨
の
晴
れ
間
の
空
に
飛
ぶ
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ
イ
ド
の
祈
り
を
の
せ
て 

大
塚
シ
ズ
子

久
し
振
り
に
姉
の
家
族
が
二
夜
寝
て
皆
笑
顔
で
帰
っ
た
よ
お
母
さ
ん 

川
原　

涼
子

黄
粉
だ
ご
食
べ
て
浮
か
ぶ
る
笑
い
皺じ

わ

三
つ
違
い
の
姉
と
わ
た
し
と 

北
澤
喜
美
子

湯
の
沸
く
を
笛
つ
き
ケ
ト
ル
知
ら
せ
お
り
う
る
さ
い
な
あ
と
な
じ
ら
れ
な
が
ら 

工
藤　

明
子

行
ぎ
ょ
う

間か
ん

の
連
想
の
世
に
迷
ひ
込
む
刻と

き

の
楽
し
さ
本
読
み
遊
ぶ 

栗
﨑　

房
子

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
今
が
掘
り
時
猪
も
そ
う
思
う
ら
し
先
に
喰
わ
る
る 

栗
﨑　

廉
子

ほ
し
竿
に
干
さ
れ
ゆ
れ
い
る
魳か

ま
す

な
り
腸わ

た

ひ
ら
か
れ
て
青
空
の
下 

境　
　

益
代

リ
キ
ュ
ー
ル
酒
の
酒
精
は
喉の

ど

に
や
さ
し
く
て
今
宵
は
若
き
日
の
夢
な
ど
見
た
し 

榊
原
レ
イ
子

し
を
れ
た
る
あ
ぢ
さ
ゐ
の
中
ひ
と
つ
だ
け
か
が
や
け
る
花
雨
に
合
ひ
た
り 

津
出
ト
ヨ
子

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
来
て
い
る
蝶
に
飛
び
跳
る
子
猫
に
し
ば
し
鍬
の
手
止
ま
る 

冨
永　

照
代

懐
な
つ
か

し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
か
ら
聞
こ
ゆ
昼
の
「
い
こ
い
」
に
し
ば
し
手
を
止
む 

橋
本
ユ
キ
子

し
き
り
降
る
雨
に
う
つ
む
く
鳩
一
羽
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
電
線
に
お
り 

三
池　

淑
惠

新
し
く
服
を
買
う
な
ら
梅
雨
空
に
似
合
う
桃
色
探
し
て
み
よ
う 

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。
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心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

７
月
は
、
全
国
町
村
会
や
緑
川
改
修
期
成
会
、

土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
の
関
係
で
５
回
上
京

し
た
ほ
か
、
台
湾
・
高
雄
で
の
阿
蘇
く
ま
も
と
空

港
国
際
線
振
興
協
議
会
の
総
会
、
口
永
良
部
島
の

火
山
噴
火
で
被
災
し
た
鹿
児
島
・
屋
久
島
町
へ
の

お
見
舞
い
な
ど
も
あ
り
、
忙
し
い
日
程
で
し
た
。

　

８
日
の
安
倍
総
理
と
の
懇
談
会
に
は
菅
官
房
長

官
や
石
破
地
方
創
生
大
臣
も
同
席
。
総
理
は
「
今

年
は
地
方
創
生
元
年
。
地
方
の
声
に
徹
底
的
に
耳

を
傾
け
る
」
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
や
総
務
省
の
幹
部
官
僚
と

も
緑
川
改
修
や
地
方
創
生
で
意
見
交
換
会
。
情
報

収
集
と
発
信
に
努
め
ま
し
た
。
厳
し
い
日
程
の
中
、

健
康
で
あ
る
こ
と
の
有
り
難
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

　

平
年
よ
り
10
日
遅
れ
な
が
ら
梅
雨
が
明
け
、
水

の
郷
ま
つ
り
は
２
年
ぶ
り
に
開
催
で
き
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
健
康
に
は
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　
　

平
成
27
年
７
月
17
日
現
在

一　

般　

寄　

付

松
本　

修
一　

様
（
熊
本
市
）

ふ
る
さ
と
寄
附

嘉
島
町
へ
の
寄
附

７月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・上益城消防組合消防本部新庁舎開庁式
 ・庁内常会及び課長会議
２日 ・全国町村会正副会長会及び理事会
３日 ・阿蘇くまもと空港国際線振興協議会通常総会　

～５日
６日 ・課長会議
 ・鹿児島県屋久島町災害見舞　～７日
８日 ・内閣総理大臣と市町村長との懇談会
９日 ・自民党熊本県連前事務局長来庁応対
 ・熊本県土地改良事業団体連合会理事会
10 日 ・熊本県警柔道剣道大会
 ・上益城消防組合消防本部新庁舎落成式
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・嘉島町青少年育成町民会議
 ・熊本県弁護士会会長来庁応対
 ・熊本市交通局来庁応対
12 日 ・上益城郡民体育祭開会式
13 日 ・課長会議
 ・熊本県金融広報委員会総会
 ・熊本県河川課来庁応対
 ・熊本回生会病院理事長、事務局長来庁応対
 ・総務省との懇談会
14 日 ・嘉島町まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会
15 日 ・緑川改修期成会要望活動　～ 16 日
16 日 ・土地改良事業団体連合会九州協議会政策提案活動
17 日 ・社会を明るくする運動町内パレード
 ・嘉島町議会全員協議会及び臨時会
 ・農業委員辞令交付式
 ・嘉島町地域農業再生協議会
 ・嘱託員会議
21 日 ・課長会議
 ・熊本県教育長訪問
 ・主要地方道小川嘉島線道路整備促進期成会総会
 ・熊本県管財課来庁応対
 ・食品衛生協会嘉島支部総会
23 日 ・全国町村会正副会長会
 ・全国町村職員生活協同組合理事会
 ・全国自治協会評議員会及び理事会
25 日 ・上益城郡消防大会
26 日 ・ひがし歯科医院講演会
27 日 ・課長会議
 ・上益城地域振興局来庁応対
 ・東部台地事業推進委員会
 ・熊本県河川海岸防災協会理事会及び総会
 ・緑川の日実行委員会交流会
28 日 ・地籍調査推進委員業務説明会
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会

及び臨時議会
29 日 ・嘉島町老人クラブ連合会幹部研修会
 ・熊本県警察本部長来庁応対
 ・上益城地域医療構想検討専門部会
30 日 ・土地改良事業団体連合会九州協議会政策提案活動

～ 31 日
31 日 ・熊本回生会病院新病院落成記念祝賀会

７月８日、首相官邸で開かれた「内閣総理大臣と市町村長
との懇談会」で、安倍総理と握手

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下

さ
い
。」
と
香
典
返
し
に
代
え
て

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吉
田　

薫　

様
（
北
甘
木
）

　
　

亡　

テ
ル　

様

木
村　

隆
博　

様
（
鯰
）

　
　

亡　

隆
義　

様

野
田　

さ
ち
子
様
（
上
六
嘉
）

　
　

亡　

正
治　

様

奥
田　

照
香　

様
（
上
六
嘉
）

　
　

亡　

元
則　

様

木
田　

ツ
イ
子
様
（
下
仲
間
）

　
　

亡　

勉　

様
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発行所 嘉島町
発行人 荒 木 泰 臣

http://www.town.kashima.kumamoto.jp/
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/i/

発行日　平成27年８月14日

嘉島町の人口動態
平成27年７月31日現在

（前月比）

人   口 9,215 人　

　男　　 4,426 人　

　女　　 4,789 人

世帯数　 3,405 世帯　（－ 5）

 

  
 
  

  

  「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

 

けんかもするけど…仲良し兄弟です☆
ご両親：鳥井悟史さん・杏奈さん（鯰）

広報かしま2015.8

「Ｌet’s enjoy 楽しんでいます」では元気に楽しみながら活動されるているグループや個人を
紹介します。掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください。
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例
年
よ
り
10
日
遅
く
梅
雨
も
明
け
、

い
よ
い
よ
夏
本
番
。
キ
ャ
ン
プ
や
海

水
浴
で
満
喫
さ
れ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
。
２
年
ぶ
り
と

な
っ
た
水
の
郷
ま
つ
り
は
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
、
夏

到
来
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。
何
か
と

賑
や
か
な
季
節
で
す
が
、
体
調
を
崩

し
や
す
い
時
季
で
も
。
夏
バ
テ
気
味

の
身
体
に
鞭
打
っ
て
、
昼
は
カ
メ
ラ
、

夜
は
ビ
ー
ル
片
手
に
暑
い
日
を
乗
り

切
ろ
う
と
思
い
ま
す
。（
係
）

　西村区サロンの皆さん。平成26年４月か
ら毎月１回、町文化センターで開催してい
ます。６月19日のサロンは25名が参加。サ
ロンリーダーの指導で介護予防体操や風
船バレーで身体をほぐしたあと七夕飾りを
作りました。折り紙飾りと家族の健康など
を願う短冊などを飾りつけ会食を楽しみま
した。七夕当日は願いが叶うようにと七夕
飾りを外に出しました☆
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　（－ 1）

　（－ 4）

　（－ 5）

８月16日（日） 田上皮ふ科クリニック（御船町）
  ☎２８１－１１１２
８月23日（日） 大串内科（嘉島町）
  ☎２３４－７８７３
８月30日（日） 山地外科胃腸医院（嘉島町）
  ☎２３７－０００３
９月  ６ 日（日） 笹原外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８２－００７０
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
９月 13日（日） のぐち皮ふ科（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２
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